
       ハ イ ミー ト・フ ォ ン ・ドー デ ラ ー 四 十 歳 の 小 説

        ― 『最 後 の 冒 険 』、騎 士 とドラ ゴ ン の 小 説 ―

                            片 桐 智 明

ハ イミー ト・フォン ・ドー デ ラー を、1951年 に発 表 され た作 品『シ ュトゥル ー ドル ホ ー フ階

段 あ るい はメル ツァー と歳 月 の 深 みDie Strudlhofstiege oder Melzer und die Tiefe

der Jahre』 や1956年 の 『悪 霊 ガ イレンホフ局 長 の 年 代 記Die D舂onen. Nach der

Chronik des Sektionsrates Geyrenhoff,』 といつた彼 の 第 二 次 世 界 大 戦 後 の成 果 とド

イツや オ ース トリア の 共 和 国 か ら彼 に 贈 られ た数 々 の 表 彰1で もつて 知 る人 もい れ ば 、そ の

一 方 で 彼 が
、本 人 の 弁 と後 の 伝 記 研 究 者 た ち が そ れ に従 つて 追 認 した1933年 か ら

1938年 まで という期 間 限 定 付 きで あ つた としても 、国 家 社 会 主 義 に 心 を動 か し、ナ チ ス

に 加 入 して い た とい う事 実 で もつて 知 る人 もまた い るだ ろう。後 者 に は 、彼 が ナ チ ス に若

干 の 留 保 の 可 能 性 を残 しな が らも確 か に 自発 的 に 参 加 .した にもか か わ らず 、第 一 次 世

界 大 戦 直 後 の 駆 け 出 し作 家 の 頃 か らのユ ダ ヤ 人 の 友 人2に 戦 後 に なっ てそ の ことを まる

で な か つた か の ように 振 る舞 つた ドー デ ラー の 態 度 、心 性 は 、驚 異 的 に す ら感 じられ る。

ヴォル フの 簡 略 な伝 記 に描 出 され た ドー デ ラー の 前 半 生 に は、デ ー モ ン にで も取 り悪 か

れ た ように 「生 きること」に 取 り{か れ 、自負 心や 衿 持 を満 たす た め に 生 き、生 きるため に

稼 ぎ、稼 ぐため に出 版 社 を探 し、出 版 社 を探 す ため にナ チ スに加 入 した職 業 作 家 の み が

見 て 取 れ 、人 として 十 分 で あ るた め に は何 かが 欠 けて いるようにす ら見 える。この 点 、ドー

デ ラー の 長 編 小 説 の 中 で 唯 一 、日本 語 の 翻 訳 が ある作 品 『窓 の 灯 一 顧 問 官 ユ リウス ・

'Dietrich Weber:Heimito von Doderer
. M�chen 1987.(Autorenb�her 45)5.135f.

2出 版 人でもあった友 人 パウル ・エル ボーゲンは
、おそらく『シュトゥルードル ホーフ階段』をドー デ

ラー から贈られた直後 の1951年6月7日 の手紙 に次のように書いている。

「強制 もされなかつたの に、[…1二千 五 百万人 もの人間 の組織的殺 人の罪 を犯 した、人 非人 の側

に― 日でも身を置 いた人 間 を、私 は再 び受 け入れることはできなかったし、また受 け入 れることはで

きないだろう。1

付 け加 えてお くべきことは、この厳 しい批 判 はしかし、お そらく『シュトゥル ー ドルホー フ階段 』を読ん

だ後 には180度 逆転 するということである。

Zitiert nach Lutz-W. Wolff:Heimito von Doderer. Reinbeck bei Hamburg 1996.(rororo

Monographie 1290)5.104f.
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ツィハ ー ル の 人 間化 一Die erleuchteten Fenster oder Die Menschwerdung des

Amtsrates Julius Zihahl』(1951年)3が 文 字 通 り「人 間 化 」をテー マとして いることは 興

味 深 い 。

本 稿 で は1896年 生 まれ の ドー デ ラー が そ の 七 十 年 の 人 生 の 半 ば 、四 十 歳 の 年 の

1936年 に 執 筆 した 作 品 『最 後 の 冒 険 騎 士 の 小 説Das letzte Abenteuer. Ein

Ritter-Roman』 を彼 自身 の 人 生 と絡 め て 読 み 、そ の 主 題 と不 遇 の 時 期 を 通 して ドー デ

ラー という作 家 の 個 性 を洗 い 出 す ことを 目指 し、この 物 語 の 意 味 を考 察 す る。

さて まず は 、彼 の1936年 に至 るまでの 人 生 の過 程 を明 らか に して見 よう。4

1.

1896年9月5日 にハ イミー ト・フォン ・ドー デ ラー 一 フル ネ ー ムで 呼 べ ば 、Franz Carl

Heimito Ritter von Doderer5一 は 、ドー デ ラー 家 の 六 人 兄 弟 の末 っ子 として、そ して

唯 ― 人 の 男 子 として 生 まれ た。ドーデ ラー 家 は 代 々 建 築 家 の 家 系 で 、祖 父 の 時 代 に ハ イ

ル ブ ロンか らウィー ンに移 って来 た。そして1877年 に 世 襲 貴 族 に叙 せ られ た のも 、この

祖 父 の 建 築 家 として 、そ して教 育 者 としての 功 績 が 認 め られ た ことに よる。父 もまた 祖 父

の跡 を継 い で 建 築 家 とな り、運 河 や 鉄 道 建 設 など の 国 家 事 業 に参 加 す るな ど建 築 家 とし

て活 躍 し、後 に建 築 設 計 事 務 所 を開 設 して 成 功 す る。意 志 が 強 くエ ネル ギ ッシュな人 物

であつた らしい 。それ に対 して 母 は と言 うと、そ の 夫 に無 批 判 に従 属 してい るように 息 子 ハ

イミー トには 見 えてい たらしい。子 供 時 代 の ドー デ ラー は優 れ た記 憶 力 と偏 つた 知 識 で 大

人 を驚 か せ る― 方 で 学 校 の成 績 は今 一 つ で あ り、そ の 結 果 家 庭 教 師 を付 け られ ることに

なった と言 う。富 も名 声 もあ る家 庭 の 五 人 もの 姉 に 囲 まれ た た った ― 人 の 男 の 子 だ っ た

訳 だ か ら、甘 や かされ て 育 ち もしたの だ ろうし、また そ の ― 方 で 甘 や か され た 分 だ け期 待

され たことだ ろう。とに かく、高 慢 で 反 抗 的 な 生 徒 で あ った ようだ 。

1915年4月 に十 九 歳 でドー デ ラー は 一 年 志 願 兵 として 入 隊 し、士 官 学 校 に入 る。ここ

で後 に 『シュトゥル ー ドル ホー フ階 段 』の 登 場 人 物 の 一 人 のモ デ ル とな る友 人 に 出 会 い 、

3『窓の灯一 顧 問官ユリウス・ツィハール の人間化 ― 』小川 超 訳 白水社1964年

4特 に明記 しない限り
、ドーデラー の生涯 に関 する記 述 は、上 記 のLutz-W. Wolff及 びDietrich

Weberの 研究 書 と、ドーデ ラー の最 晩年 の秘 書であったWolfgang Fleischerの 下 記の伝 記研 究

による。

Wolfgang Fleischer:Das verleugnete Leben. Die Biographie des Heimito von Doderer.

Wien 1996.
5耳 慣 れないHeimitoと いう名 前 は、スペ イン語 のJaime(英 語 のJamesに 相 当する名 前で、便

宜 的なカタカナによる発 音表 記では「ハイメ」と発 音 する)をドイツ語 風 に変形 させたもので 、母親 が
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1916年1月 に は 南 東 ガ リツィア の 前 線 に送 り込 まれ た。そ してそ の年 の7月 に は もうロシ

ア 軍 の 捕 虜 とな るのだ が 、この 短 い 期 間 の 問 のた つた一 度 の休 暇 に彼 は 、初 め て文 学 的

な 活 動 を行 つた と言 う。

ヨー ロッパ か ら遠 く離 れ て シベ リア の ハ バ ロフ スク近 郊 で の 捕 虜 生 活 は 、彼 が 将 校 で

あ つた こともあ り、ず い ぶ ん 楽 な もの であ つ たらしい 。この 間もドー デ ラー は 文 学 修 養 を

行 つて お り、この 時 期 の着 想 の 中 に は 後 の 作 品 に 活 か され た ものもあ るようだ 。また 後 に

師 弟 関 係 を結 ぶ ことに なる先 輩 作 家 のア ル ベ ル ト・パ ー リス・ギュー ター スmの 小 説 『踊

る愚 か 娘 』を初 め て 読 ん だ の もこの 頃 の ことであつた。6ロシア 革 命 に伴 うブ レス トeリ トフス

ク条 約 による部 分 講 和 後 ドー デ ラー は 西 に 向 か うことになるの だ が 、この 帰 還 の 道 の りは

クラス ノヤ ル スクで 一 時 中 断 す る。しか しドー デ ラー は その 当 時 の ことを次 のように書 いて

いることか らも分 か るように 、この 後1920年 に徒 歩 で キル ギスの 平 原 を横 断 す ることに

な った の は 不 運 だ つた が 、捕 虜 生 活 自体 は 実 は 彼 にとつて は 、20年 代 か ら30年 代 にか

けて彼 が 経 験 す ることに なる市 民 生 活 よりもはるか に幸 福 な もので あ つたようだ 。

  時 代 は― ロシア に 荒 れ 狂 う市 民 戦 争 のせ いで 危 険 で はあっ た が― それ で も

  幸 せ で あり、魅 力 的 で あ った 。い ず れ に しろ私 たち は 物 質 的 には 当 時 の オ ー

  ストリアの 誰 よりもは るか に 良 い暮 らしをして いた 。『ブル カ』という白パ ンを私 た

  ちは 毎 日食 べ 、オ ー ス トリア人 の 仕 切 る調 理 場 の 食 事 は うまか った。映 画 館 が

  あり、オ ー ケ ストラが あ り、明 るく気 持 ちの 良 いカジノが あ り、そ れ は 政 治 が 赤 か

  ら白 にな つた ときもや は り変 わ らな か つた。[…]カ ジ ノの とあるコー ヒー テ ー ブ ル

  は ウィー ンの 『カフエ ・ムゼ ー ウム』7のテ ーブ ル にます ます 似 てきた。【…]画 家 の

  アル フレー ト・クンフ トとハ ンス ・エ ッゲンベ ル ガー は[…]カ フエー ハ ウスの テー ブ

  ル で 絵 を描 き、文 士 た ち は そ うい つた ことに飽 きると別 のテー ブル に 移 動 した 。

  なぜ か とい えば 別 のカ フェが な か つた か らだ つた。明 るく、澄 み 渡 り、未 来 に わ

  くわ くし、収 容 所 は 高 い ところ にあ って 、シベ リアの夏 は 暑 くても心 地 好 く、空 気

  はステ ップ の 香 りが した。私 た ち は 戦 争 や 、悩 み や 、祖 国 の解 体 や 、陽 の 当 た

スペイン旅 行 中に出会 つた人 物 に由来 す ると言う。
6Heimito von Doderer:G�ersloh . Zu seinem 75. Geburtstag. In:Die Wiederkehr der

Drachen. Aufs舩ze/Traktate/Reden. Vorwort von Wolfgang W. Fleischer. Herausgegeben

von Wendelin Schmidt-Dengler. M�chen 1970.5.133
7こ こで具 体的 に登場 するアドル フ・ロースによるカフェ・ムゼーウムには、ドーデラーも足 繁 く通って

い たらしい。ちなみ にギュータースローもカフェ・ムゼー ウムの常連 であった。

平 田達治:『 ウィー ンのカフェ』 大 修館 者 店1996.5.293
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  る水 面 に鱒 の ように は 浮 か び 上 が ることの で きない 状 態 か ら飛 び 出 した 。8

1920年 の8月14日 に ドー デ ラー は つ い にウィー ン にた どり着 く。ドー デ ラー は 第 一 次

世 界 大 戦 の 勃 発 に よつて 中 断 した生 活 をや り直 す ことにな る。彼 は大 学 で 歴 史 学 と心 理

学 を専 攻 した 。もし戦 争 がな か った らとい う仮 定 に 対 す る帰 結 は 不 明 だ が 、小 説 家 にな る

という決 意 が この二 つ の 学 間 を専 攻 した理 由 で あ つた 。そ して 同 時 にドー デ ラー は そ の

生 涯 に わた って― 第 二 次 世 界 大 戦 中 もな お一 お お む ね 間 断 な く続 け られ ることに なる

日記 をつ け始 める。理 由 は 言 うまで もな く小 説 家 にな るとい う決 意 にあ つて 、そ の 日記 自

体 が 文 学 的 練 習の 場 であ つた。

そ の 内 実 は ともあ れ 、中 央 ヨー ロッパ に 君 臨 す る大 帝 国 か ら一 小 国 に 凋 落 した オ ー スト

リアの 昏 迷 した 政 治 ・経 済 状 況 下 で起 こつた 社 会 的 なうね りに 対 して 、ドー デ ラー は 明 ら

か に 一 歩 どころか 二 歩 も三 歩 も身 を引 い た 立 場 に 立 っ て い た ようだ。ドー デ ラー は 街 頭

で 行 わ れ るデ モ を 「意 味 が な く、くだ らな い 」と考 え て い た と、ヴ ォル フ は ドー デ ラー が

1924年 の 短 編 『デ ィヴェル ティメント 第 一 番 』の 一 節 などか ら判 断 して いる。9

そもそもハ イミー ト・フォン ・ドー デ ラー は す で に 述 べ たように 、裕 福 な 世 襲 貴 族 の 三 代 目

で あ り、実 家 に住 ま い 、親 の す ね をか じつて1925年 に 学 位 請 求 論 文loを 提 出 す るまで 大

学 に 通 って い た。11そしてシベ リア の捕 虜 生 活 に 見 た ように 、ウィー ンか ら遠 く離 れ た 土 地

に 、芸 術 家 た ち が集 い 、議 論 を戦 わ せ 、ブイユトン をひ ね り出 した ウィー ンの カフェを模 倣

し、「政 治 が 赤 か ら白 に 」変 わ ろうと何 ら変 わ りの な い 生 活 を謳 歌 す ることに慣 れ た 人 物 で

あった。この 頃 ドー デ ラー は作 家 修 行 と、スポ ー ツ 、そ れ か らサ ロンな どで の 女 遊 び にか

まけ て い た。しかもここでもや は り親 の金 を使 って い たと言 う。上 流 階 級 意 識 を持 ち 、い っ

ぱ しの 芸 術 家 気 取 りで 、自分 で働 く必 要 もな く12、労 働 者 た ちの 市 井 の 生 活 と隔 た った 所

に 活 動 範 囲 を持 つ ドー デ ラー が政 治 的擾 乱 に 興 味 が なか つたの も肯 ける。

ドー デ ラー の 作 家 としての 業 績 は 、出版 され たも のとい う点 だ けで 見 れ ば 、1923年 か ら

8Heimito von Doderer:Ebd ., S.133£
9 Wolff:S .19

Heimit・o von Doderer: Divertimento No 1. In:Die Erzahlungen. Hrsg. von Wendelin

Schmidt-Dengler. MUnchen 1972. S.19―
10論 題 は》》Zur bUrgerlichen Geschichtsschrelbung in Wien wahrend 15 . Jahrhunderts―{(

であつた。
11ド ーデラー は1928年 まで親許 に住んでいた。
12た だし

、捕虜 時 代にはカフェに行 く金 がなくなると木 こりなどのアル バイトをしたことはあったようだ。

また 、もちろん父親 はさして見込 みのない息子 にいつまでも金 を出すの に、良い顔 はしていなかっ

たらしい。
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た つた ― 冊 の 詩 集 と、後 の 大 作 化 傾 向 か らす れ ば 実 に控 え めな 分 量 の 小 説 をぽ つ りぽ

つ りと、しかも友 人 が 作 った 小 さな 出 版 社 な どか ら発 表 して いた に 過 ぎな い 。他 に は 、―

時 期 まさしく糊 口をしの ぐた め に 「意 に反 して 」13フイユトンや ジャー ナ リスティックな論 説 文

を 匿 名 で 二 週 間 に 一 本 の ペ ー ス で 書 い た りしてい たようだ が 、シ ュミット=デ ングラー は ブ

イユトニス トとして の ドー デ ラー を 「大 真 面 目だ が 、扱 い難 い 素 材 を、明 らか に読 者 が 欲 し

がつ てい るような 形 式 に お い ても、読 者 の 口に 合 うようにで きるブイユトニストで は 」14なく、

「これ らの ブイユトン は 、『す らす ら読 め る』文 体 で あるもの 、あ るい は その ようなものと呼 ば

れ るもの を 手 が けることへ の 筆 者 の 拒 絶 に よっ て 、非 常 に 取 っイ寸き難 い 印 象 を与 え るの

で 、そ れ が そもそも新 聞 に 掲 載 され た とい うことが 驚 きだ 」15と評 してい る。ドー デ ラー が 作

家 として 多 少 な りとも認 め られ るの は 、1938年 の 『誰 もが 犯 す 殺 人Ein Mord den jeder

begeht』 まで 待 た な けれ ば な らな い。もちろん す で に 述 べ た ように 、作 家 としての 自負 との

ギャップ は 大 きく、自 活 な ど夢 の また 夢 で あつた 。

 生 活 を安 定 させ 、一 人 前 にな るた め 、そ して作 家 として の 自負 を保 ち 、作 家 として の 名

声 を得 るた め に 、彼 は 弱 小 出 版 社 で は ない 出 版 社 との 契 約 の 道 を模 索 し続 け た。そ の

一 環 として ドー デ ラー は1933年4月 にNSDAPに 入 党 し
、オ ー ストリアで 「ドイツ・オ ー ス

トリア 日報 」が 禁 止 され るまで の 二 ヶAの 間 に、そこに 四 つ の 短 編 が 掲 載 され た 。また ドイ

ツで の 作 品 の 出 版 の 見 込 み も、帝 国 文 化 院 法 によつて1933年11月1日 よりドイツ作 家

帝 国 連 盟(Reichsverband deutscher Schriftsteller)の 一 員 で ある必 要 が 定 め られ 、

ドイツ作 家 保 護 連 盟(Schutzverband deutscher Schriftsteller in◎sterreich)に 所

属 して いた ドー デ ラー に は 当 面 閉 ざされ て いた。その せ いか1934年 に 仕 上 げ 、これ な ら

売 れ るだ ろ うと思 つて い た『回 り道Ein Umweg』 を出 版 社 に送 つた が 、送 り返 され 、深 く

意 気 消 沈 す ることにな った。ベ ル リン ・オ リン ピックの 開 か れ た1936年8Aに ドー デ ラー

はドイツ国 外 に持 ち 出 せ な い 有 価 証 券 な どの 母 の 遺 産 取 り分 を利 用 す るため に 、そ して

これ が 最 も 重 要 な のだ が 、オ ー ス トリアで は 見付 か る見 込 み のな か つた 出 版 社 を探 す た

め に ドイツ に移 住 し、あ らた めて 一 オ ー ストリア で は 非 合 法 化 され て い たか ら一 ナ チ 党

員 で あつた ことを 主 張 して 、帝 国 文 芸 院 に加 入 す る。政 治 的 倫理 的 な理 由か ら国 外 に 亡

命 した 作 家 たち の一 時 として悲 劇 的 な 一 逸 話 は 多 々 あ るが、この ような 経 済 的 個 人 的

13Wendelin Schmidt -Dengler:Scylla und Charybdis . Der junge Doderer zwischen

Journalismus und Fachwissenschaft. In:Symposium anl葹lich des 80. Geburtstages

Wien 1976. Wien 1978.5.16
"Wendelin Schmidt -Dengler:Ebd., S.16f .
is Wendelin Schmidt -Dengler:Ebd .,5.17
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な理 由 で ドイツ国 内 に移 住 し、しかも偶 然 にも 当 時 か らす で に悪 名 が 知 られ てい た と言 う

強 制 収 容 所 が ごく間 近 にあるダッハ ウ― ミュンヘ ン 近 傍 に あ り、芸 術 家 コロニ ー の 相 を 呈

して い た こともあるが 、当 時 す で にそ の 地 方 経 済 に 強 制 収 容 所 とナ チ ス 関 連 施 設 が 大 き

な影 響 を与 えてい た一 に 居 を構 え 、この 頃 は 取 るに 足 りな い 作 家 で あり、作 家 として 社

会 的 な 責 任 を 問 われ るほ どの 存 在 で はな か つた に して も、戦 後 にな っ て、この 暗 い 歴 史

をまるでな か つたか のように素 つ飛 ば して1920年 代 を描 い て16、盛 名 を馳 せ ることに なる

ドー デ ラー の 己 の 生 きる道 の み を利 己 的 に 追 求 し続 け た 軌 跡 は 、ドー デ ラー とい う作 家

の 一 側 面 を顕 わ に して い ると言 えるだ ろう。ドー デ ラー とい う人 間 が 彼 の 作 家 として の 野

心 を満 た す の に十 分 な ほ どに、ドイツ第 三 帝 国 の 出 版 界 に受 け入 れ られ ることが な く17、

戦 前 か ら戦 中 にか けて の 時 期 に名 声 を博 す ことが なか っ た とい うことは 、彼 の 人 生 、戦 後

の名 声 に とつて 逆 説 的 に幸 運 で あった と言 わ ざるをえな い 。

さて 、この1936年 、四十 歳 になつた ドー デ ラー は9月 か ら11月 に か けて 『最 後 の 冒 険 』

の 執 筆 に掛 か る。この 作 品 は 本 来20年 代 の 初 頭 か ら書 き続 けられ て いた 、連 作 『デ ィ

ヴェル ティメント』の ― つ として構 想 され た もの で あった 。18しか しこの 作 品 が発 表 され るの

は 戦 後 の1953年 で ある。

ここで は ドー デ ラー の ナ チ ズム に対 す る関 わ りを論 じることを 目 的 として い るので は な い

の で 、あま りに深 く立 ち入 ることはしな い が 、彼 が ナ チ ズ ムの ドイツへ と移 住 したこの1936

年 に お ける、ドー デ ラー のナ チズ ムへ の 関 係 をごく簡 単 に 見 極 め てお きたい 。

ドー デ ラー の 政 治 関 与 に お い て根 本 的 な 部 分 に 、彼 自 身 の 貴 族 として の 出 自、未 だ 成

功 へ の 道 が 漠 として見 えな い作 家 で あり、経 済 的 に 自立 す ることす らままな らない 現 状 に

著 しく傷 つ け られ て はい た が 、大 衆 とは ― 線 を画 して い ると思 い 込 ん で い るエ リー ト意 識

があ るの は 疑 いようが な い 。そ してそ の 現 実 か ら遊 離 した と言 わ ざ るを えな い 自 意 識 と同

16未 完 に終 わった『長編 小説 第7番Roman No7』 の四部 作は完 成 した第― 部『スルニの滝Die

Wasserf舁le von Slunj』のみが完成 しているが 、「第一 部1914年 以前 、第 二部1918-38、 第 三

部第 二次 大戦 中、第 四部 第 二次大戦 後」の時代 をそれぞれ描 くことを予定 していた。

Heimito von Doderer:Commentarii 1957 bis 1966. Tageb�her aus der Nachlaﾟ. Band

2.M�chen 1986.5.70
17実 際 に当時 執筆 中の『悪霊 』をナチズムに迎 合 させ ようとの意 図もあった。フライシャーはギュー

タースローとドー デラーがナチズムのドイツに対 して抱 いていた夢 の一つ に、「次の千 年 間の古典 作

家 になること」を挙げている。

Fleischer:5.258
18こ の作 品の成 立史は1917年 作 者のシベ リア拘 留 中にまで潮 ることができる

。― 度 中断 した後 、

1923年 に再 び取 り上げられるが、この試 みもまた 中断す る。1936年 になって、『悪霊』に行 き詰 まつ

たドー デラー は、短くて出版 社 に売り込み やすい作 品 を書 く意 図 を持って、四 章構成 を持 つ『ディ

ヴェルティメント』の七作 目として三度この作品 に取 り掛か った。
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じように 、わ れ わ れ か ら見 れ ば 、現 実 を超 越 した 理 念isを ナ チ ス ・ドイツに 仮 託 して い た。

ドー デ ラー の 思 い 描 くナ チズ ム の ドイツ、あるい は 、彼 の 夢 想 して いた 国家 は 、「強 力 な 権

威 主 義 的 『秩 序 』、それ は― 民 主 主 義 とは 正 反 対 に-彼 に とって 、あ らか じめ 定 め られ

た ヒエ ラル キー に相 応 す る、自 然 にか なった 国 家 構 造 そ のもの に 見 え 」、「権 力 を 分 か つ

人 間 が少 な けれ ば少 な い ほ ど(彼 自身 に はナ チ スの 場 合 でもまだ 多 す ぎるように 思 えた)、

妨 げ られ ることな くエ リー トが 民 衆 の 幸 福 を決 定 す ることがで きる」もの で あつ た とフライシ

ャー は 解 説 を加 えて いる。20プ ロパ ガ ンダ に よる大 衆 操 作 を常 套 手 段 とす る第 三 帝 国 の

現 実 を 目の 当た りにす るに つ れ て 、「この1936年 の 晩 秋 に は国 家 社 会 主 義 に 対 す る彼

の 親 密 な 内 面 的 関 係 一 愛 と希 望-は 失 わ れ た 一 方 で 、ここで 打 ち 立 て られ た 国 家 シス

テ ムへ の彼 の崇 拝 は 続 い てい た 」21というの は 、ドー デ ラー の政 治 に対 す る意 識 が 常 に 理

念 的 な もので あっ た とい うことの 表 れ で あると同 時 に 、そ の 一 方 で 彼 の ナ チ ズ ムへ の傾 倒

が 彼 の 自意 識 と同 調 して 、そ の 大 衆 化 、卑 俗 化 を嫌 う、極 め て 貴 族 主 義 的 なもの で あつ

た とい うことを示 して い ると言 え る。そ して 、ドー デ ラー の政 治 的 関 心 が 、「『政 治 的 なエ ロ

ス』、つ まり、自分 の 、とりわ け芸 術 家 として の 心 的 な 理 想 を大 政 党 の そ れ 、とい うより千 年

続 く未 来 を持 つ 帝 国 の それ と結 び 付 けることがで きるという観 念 」22によって、官 能 的 な 合

― を求 める言 つて しまえ ば 個 人 の 欲 望 に 端 を発 した愛 によっ て動 機 付 けられ て い る以 上
、

この 結 び 付 きが 揺 らげ ば 、ドー デ ラー は 政 治 的 関 心 を失 つて しまうの は 当 然 であ つただ ろ

う。っ まるところドー デ ラー の 政 治 へ の 関 与 は 、現 実 の 政 治 状 況 との 関 係 を女 との 関 係 に

喩 え て語 る23ことか らも明 らか な ように 、個 人 的 な認 識 、私 生 活 の 次 元 に 留 ま り、社 会 全

体 を視 野 に お い たもの で は なか つた ので あろう。

さて 、これ に続 く1937年 は 、ドー デ ラー は 後 に二 番 目の妻 になるマ リー ア ・エ ンマ ・トー

マ24に 出 会 い 、またオ ス ヴァル ト・シ ュペ ングラー の 著 作 を刊 行 して い たC .H.ベ ック社 と、

この 時 まだ 書 か れ て い なか つた 『誰 もが 犯 す 殺 人 』を出 版 す る契 約 を結 ぶ な ど、転 機 とな

19「ドーデラー はアドル フ・ヒトラー の第 三帝 国をドイツ国家 の神聖 ローマ帝 国と取り違 えていた
。」

Michael Hornwitz:Heimito von Doderer(Versuch einer Biographie). In:ders.(hrsg.):

Begegnung mit Heimito von Doderer. Wien, M�chen 1983.5.154
20Fleischer:5 .259
zi Fleischer:5 .258
zz Fleischer:Ebd .

『政 治 的なエ ロス』とは ドーデラーがギュータースローへ 宛てた1936年11月4日 の手 紙 の中 の言

葉 。

Vgl. Heimito von Doderer/Albert Paris G�ersloh:Briefwechsel 1928-1962 . Hrsg. von

Reinhold Treml. M�chen 1986.5.105ff.
23注30で 指示 したギコ.一タースロー宛 ての手紙 参照。
24ル ー トヴィヒ・トーマの姪 に当たる

。
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る年 で あ った 。さらに翌1938年 に はオ ー ス トリア が ドイツ に併 合 され 、ドイツに 留 まる理 由

が なくなった ドー デ ラー は ウィー ン に戻 り、そ の 年10月 に初 版 が 出版 され た『誰 もが犯 す

殺 人 』は ドー デ ラー の これ まで の作 家 生 活 の 中 で 最 大 の 成 功 を収 めた 。

2.

す で に述 べ たように1936年 の9月 に 四 十 歳 にな った ば か りの ドー デ ラー は 、『騎 士 の

小 説 』とい う副 題 を持 っ 、短 い 小 説 『最 後 の 冒 険 』に取 り掛 か る。そ の 副 題 か ら分 か る通 り、

三 十 年 戦 争 直 後 の バ ロックの 時 代 を舞 台 に した 『回 り道 』と並 ん で 、この 作 品 は 中世 の 騎

士 世 界 を舞 台 に して お り、一 見 同 時 代 的 なもの を 忌 避 して い るように 見 え 、作 者 自身 に

よつても 「否 定 し難 い 『現 実 逃 避escapism』 の 一 例 」25と呼 ば れ な がら、また後 に述 べ るよ

うに 、幻 想 小 説 として の道 具 立 てを 持 つて い るにもかか わ らず 、作 家 の 現 在 との 強 い アナ

ロジー の 中 で 構 想 され た の は 、言 うまで もな い ことであ る。ドー デ ラー 研 究 の 草 分 け 的 存

在 でもあ るデ ィー トリッヒ・ヴ ェー バ ー は 、まだ ドー デ ラー の 存 命 中 に彼 の 人 生 を年 表 ととも

にまとめ てい るが 、そ こで 「ハ イミー ト・フォン ・ドー デ ラー の 伝 記 は まるまる彼 の 小 説 作 品

に含 まれ て い る。彼 の 小 説 には 現 実 の モ デ ル に 対 応 しな い 人 物 が ― 人 も存 在 しない よう

に 、彼 自身 も何 度もそ して さまざまな 人 物 の 姿 で ポ ー トレー トを描 か れ て い る。 自伝 的 な

ものは 彼 のこれ まで の 作 品 にお いて ある意 味 で 根 本 的 な もの であ る」26と書 い て い る。

また 、シ ュミット=デ ングラー は 、この 『最 後 の 冒 険 』の 中 で お そ らく最 も多 く引 用 され て

い るだ ろう主 人 公 ル イ ・デ ・ファネ スの 省 察 、「今 で はもう四 十 歳 だ 、そ して この 年 齢 は 見

方 によれ ば 、とりわ けまだ どこにも定 着 せ ず 、まだ どこにも小 舟 を最 終 的 に 肪 って い ない と

きに は 、神 秘 的 なものだ 。長 期 間 ― ヶ所 で暮 らす ことが 滅 多 にな く、した が つて ほ とん ど友

達 もい なか っ たの に 、四 十 歳 だ 。馬 は 肯 きな が ら歩 き、赤 い 槍 がそ の 動 きを示 して い た。

一 人 だ 」(7)をや はり引 用 しなが ら
、「ル イが 行 うこの 診 断 は 自 己 診 断 であ る。到 達 した年

齢 の 点 の み に 限 らず 、また ドー デ ラー 自身 も『定 着 』せ ず 、確 か な 存 在 基 盤 を持 たず 、ま

さしく決 定 的 な意 味 を 持 つ 転 居 を行 つた ば か りで あ つた 」27と書 き 、小 説 と現 実 の リンクを

zs Heimito von Doderer:Autobiographisches Nachwort . In:Heimito von Doderer:Das

letzte Abenteuer. Ein Ritter-Roman. Mit einem autobiographischen Nachwort. Heraus-

gegeben von Wendelin Schmidt-Dengler. Philipp Reclam jun., Stuttgart 1953,1981.
5.98

以下この本 からの 引用は物語 本文 からの 引用 は本 文 中の 引用 直後 にその頁数 のみを示 し、その

外 からの引用 は書名をDLAと 略記 する。
zs Dietrich Weber:Heimito von Doderer . Studien zu seinem Romanwerk. M�chen 1963.

5.294
z7 Wendelin Schmidt -Dengler:Nachwort . In:DLA.5.101
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強 調 して いる。そ して 極 め つ け に 、ドー デ ラー本 人 も1936年11月5日 の 日記 にこの 作

品 が 「非 常 に 自伝 的 」28であることを認 め てい る。

この 本 来 『デ ィヴェル テ ィメン ト 第 七 番 』として構 想 され た作 品 は 、他 の 『デ ィヴェル ティ

メント』と同 じように 四 部 構 成 を持 って いる。その 構 成 を 舞 台 と登 場 人 物 、事 件 で 整 理 す る

と、次 の ような 、単 純 なあ らす じが 出 来 上 が る。

騎 士 ル イ は小 姓 の ガ ウヴァインとともに、吟 遊 詩 人 の 唄 に歌 われ るモ ンテファル の 公 妃

に 求 婚 す るた め に 、人 を寄 せ 付 け な い深 い 森 に 分 け入 つて 行 く。モ ンテ ファル へ の 道 は

ドラゴ ンが 出 現 した ことに よっ て 鎖 され て お り、そ の ドラゴ ンを倒 す ことが 求 婚 の 条 件 で

あ つた 。深 い森 を彼 らは 奥 へ 奥 へ と進 ん で 行 き、森 の深 部 で 二 人 は 山 と見 紛 うばか りの

巨 大 な 生 き物 、ドラゴ ン に遭 遇 す る。ル イは ドラゴンの 眼 の 中 に、あ る風 景 を見 る。そ して

ドラゴ ンと戦 い 、そ の 角 を切 り落 として 撃 退 す る。や が てつ い にモ ンテ ファル へ とた どり着 く。

モン テフ ァル は 森 の 中 の 城 とは 思 えな い くらい 立 派 な城 で あった。しか しル イはか つ て 目

的 で あ った 、求 婚 をせ ず 、の らくらす る内 に 目が 過 ぎ て行 く。ルイの 小 姓 ガ ウヴァイン は 騎

士 に 叙 任 され る。彼 らの 次 にもう一 人 の騎 士 ガ ー ム レットが ドラゴン の 角 の切 れ 端 をもつ

てや つて 来 る。ガ ー ム レットは そ れ を 森 で 拾 った と言 い 、ル イの 手 柄 を立 証 す る。ル イ は

勇 者 として 、公 妃 の 求 婚 者 として の 資 格 を完 全 に確 立 す るが 、そ れ でも、ル イ は公 妃 に

求 婚 しようとしな い 。ル イは ガ ウヴ ァインが 公 妃 に惹 か れ て い くの を放 置 す る。モ ンテ ファ

ル の 元 帥 に唆 され て 、ガ ウヴァイン は 公 妃 に対 す る 自分 の感 情 を認 識 させ られ る。ガ ー ム

レットとル イは ドラゴ ンの 森 を抜 け た旅 の 意 義 を語 り合 う。ガ ウヴァイン は公 妃 に 求 婚 し、ル

イは モ ンテ ファル を発 つ 。再 び 森 の 中 でル イは 己 の 運 命 に 目を凝 らし、ドラゴ ンと吟 遊 詩

人 に 再 会 す る。森 を出 ると、村 が 略 奪 に遭 って い た。騎 士 として 、ル イは 村 人 た ち を守 る

ため に 、一 人 で 略 奪 者 の 集 団 に 突 撃 す る。そしてそ の 戦 い の 中 で命 を落 とす 。

物 語 の 構 造 的 特 徴 として重 要 な点 は 、まず 第 一 に 、この物 語 は 『騎 士 の小 説 』とい う副

題 を持 つ が 、三 人 の騎 士 が そ れ ぞ れ の 立 場 で モ ンテ ファル という一 つ の 舞 台 に集 い 、彼

らの 三 様 の騎 士 の 生 き方 が描 か れ るとい う意 味 に お いて 『騎 士 の 小 説 』で あり、行 動 しな

い 主 人 公 で あ るル イ に端 的 に 表 わ れ て いるように 中 世 の 叙 事 的 物 語 とは違 つて 騎 士 の

遍 歴 の 冒 険 謹 として は この 物 語 は 期 待 され る事 件 性 に欠 け てい るとい うこと、第 二 に 、こ

の物 語 に は 、そ の 鍵 としてドラゴ ンとの 闘 い があ ることか ら、ドラゴ ン退 治 の 物 語 の 系 譜 の

一 端 に連 なっ てもい るとい うことの 二 点 が挙 げ られ る
。

28Heimito von Doderer:Tageb�her 1920 -1939 . Hrsg. von Wendelin Schmidt-Dengler,

Martin Loew-Cadonna und Gerald Sommer. M�chen 1996. Bd.1:1920-1934, Bd .2:

1935-1939.In:Bd.2:1935-1939,5.872
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『騎 士 の 小 説 』としてル イとガウヴァインの 旅 は 、「エ ー レクであ れ 、イー ヴェインで あれ 、

ランス ロットで あれ 、ヴィガ ロワで あれ 、パ ル チ ヴァー ル で あ れ ― 騎 士 は 故 郷 の退 屈 で 単

調 な 生 活 を捨 てな けれ ば な らない。異 国 の 人 々 の 中 に あつ て騎 士 は 美 徳 を守 らね ば な ら

ず 、そ れ が できな けれ ば恥 辱 か ら野 卑 に な り、『居 座 り』、『怠 惰 にな り』、そ して無 気 力 に

なる。[…]ヴ ォル フラム ・フォン・エッシ ェンバ ッハ が 、あ た か も読 み 手 ・聞 き手 が 彼 の 英 雄

と運命 をとも にす るか の ように 、彼 らに 向 け て お こな った催 促 が そ うだ 。『それ ゆえ に 、真 の

騎 士 にな り、世 の 中 、己 れ 自身 な らび に神 を 見 いだ す た め に 、ガ ー ム レットは 息 子 パ ル チ

ヴァー ル を遠 方 に騎 行 させ た のだ!』 」29とい う、騎 士 文 学 に お け る騎 士 へ の 要 請 に即 し

て い たと思 わ れ る。しか し、ル イの 物 語 はこの ような 遍 歴 の 騎 士 の 物 語 が 終 焉 す るところ

か ら始 まつて いるように見 える。そ れ はル イとい う騎 士 が 、どこか 一 つ の 土 地 に 「『居 座 り』、

『怠 惰 にな り』、そ して 無 気 力 に なる」の で は な く、遍 歴 す ることに 「『居 座 り』、『怠 惰 に な

り』、そ して 無 気 力 に 」な って お り、騎 士 文 学 に 見 られ る騎 士 像 か ら逸 れ 、遍 歴 す ることで

はな く定 着 す ることを求 め て いること、つ まり、ル イに とって 遍 歴 の意 義 が 失 わ れ て い るこ

とか らも分 か る。ル イが 「す で に沈 み つ つ あ る身 分 」(6)と感 じるの は 、騎 士 階 級 そ のもの で

はな く、遍 歴 す ることが 定 めで あった騎 士 階 級 の ことで ある。

では この『騎 士 の 物 語 』にお ける、第 一 の 騎 士 であ るル イが どの ような 人 物 なの かもう少

し詳 しく見 てみ よう。

まず わ れ われ は 、主 人 公 ル イが遍 歴 の 騎 士 で あり、ドラゴンを 探 しな が ら、これ まで 外 部

と隔絶 して いた 城 モ ンテ ファル へ と向 かつ て 、人 が 足 を踏 み 入 れ ることの ない 森 の 中 をさ

迷 って いる状 況 が 、主 人 公 ル イの 内 面 ― 「人 は 内 に 広 大 な 世 界 を持 つて い る」(7)― の

外 界 へ の 浸 潤 であ るという前 提 を受 け入 れ な けれ ば な らな い 。ル イともう一 つ ガ ウヴァイン

の補 助 的 な視 点 を通 してこの 状 況 に着 目す れ ば 、そ れ は 明 らか で ある。

 「や つ ば りここに道 が あ りました ね 。あ なた はもうあ の 吟 遊 詩 人 か ら聞 い て 知 ってい た ん

です ね 」(5)と無 邪 気 なガ ウヴァインは 言 うが 、「私 は 知 つ てい た とは 言 えな い よ。あ の 吟 遊

詩 人 がこのことを語 つ てい た のだ とだ けは 言 えるが ね 。しか しそ うい った 物 語 は 、知 つて い

ても、た いが い 当 てに な らな い もの だ 」(5)とル イは 答 え る。また ガ ウヴァインは 旅 の 展 望 を

一 息 に まとめ 上 げ ることが で きる
。「僕 らは どん な に 深 くて も、この森 を抜 けて 、六 十 馬 身

どころか 百 馬 身 もの 大 きさだ ろうと、ドラゴン を倒 して 、それ で 公 妃 の 出 した 条 件 を満 た し

てモ ンテファル に着 いて 、トランペ ットを吹 い て迎 え られ て 、そ れ であな た は リドイー ネ の 夫

29Cメ クゼーバ ー
,Eシ ュラウト共 編:『ドイツ中世 の 日常生 活』刀 水歴 史 全書35瀬 原 義生 監訳,

赤坂俊 一 ・佐 藤 千治 共訳 刀水 書房1995.10―11頁
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に な るん で す 。あ な たも彼 女 を愛 す るようにな ります よね 。」(5f.)しか しル イは「い った い ど

うして私 に そん な 事 が 分 か るとい うの か ね 」(6)と笑 うしかな く、十 六 歳 の若 く単 純 で人 生 の

展 望 を描 き上 げ ることの で きるガ ウヴ ァイン に対 して 、「彼 の完 全 な孤 独 の 、そ して またひ

ょつ とした ら今 始 まつた ば か りの 企 ての 愚 か しさの 、不 快 な認 識 を笑 顔 の 背 後 に隠 した 。」

(6)ガ ウヴァイン の 目 と言 葉 を通 せ ば 、眺 望 はクリア にな り、この森 の 中 の騎 行 は確 か に 目

的 を 持 った 旅 とな るが 、ル イに とつて は 期 待 され る 「たぶ んこれ が 最 後 にな るだ ろ うア ヴァ

ンチ ュー ル 」(6)は 、彼 の 「真 の 騎 士 に な り、世 の 中 、己 れ 自 身 な らび に神 を見 い だ す た

め 」の遍 歴 で は な く「彷 径 」(6)の最 後 の 一 環 に他 な らない 。そ して公 妃 リドイー ネ は 決 して

ガ ウヴァイ≧ の 場 合 に 見 られ るような 目的 で は なく、「自分 の 人 生 の 意 味 を 暴 き出 す 」(7)

た め の 口実 に他 な らず 、「彼 女 を愛 す るようにな る」か どうか は 問 題 外 な のだ 。人 生 に迷 う

彼 の 抱 く展 望 は 森 の 木 々 に 遮 られ てい るか のように 見 えてこな い。

そもそ も、ル イは この騎 行 の きっ か け とな った 吟 遊 詩 人 の ことをガ ウヴァインに 尋 ね られ

てこう答 える。「彼 の 技 もそ うだ った が そ の ほか の 点 でも、彼 は 目立 った 男 だ った 。サラセ

ン人 の ようにい くらか 探 るような 目 つ きをして いた 。それ に彼 は 弓 をす ば らしく上 手 に扱 う

術 を心 得 てい た。た ぶ ん お 前 と同 じ身 分 の人 間 だ ろう。彼 の父 親 は騎 士 階 級 の家 人 か も

知 れ ない 。彼 の 名 前 は 、お 前 も知 つて いるように 、奇 妙 なことに忘 れ て しまつた。!(8)30吟

遊 詩 人 もリドイー ネもモ ンテ ファル もともに、ル イの 言 葉 での み その 存 在 を保 証 され て いる。

ガ ウヴァインの 抱 く理 性 的 な 疑 問 は ことごとくル イの 目撃 者 としての 証 言 によって応 じられ

るが 、た だ 一 っ 、ル イ が答 え を与 え られ な い 問 い が ある。しか しそ れ は 、ガ ウヴァインで は

な くル イ 自身 が 提 示 した 問 い で あ る。「リドイー ネ は 絶 対 に 英 雄 に しか 結 婚 を承 諾 しな い

つ もりだ。お 前 は そもそも一 英 雄 とい うもの が何 だ か 知 って いるか い 」(9)と尋 ね るル イに 、

ガ ウヴァイン は 即 座 に 「ええ 、でも 、どうして です 」(9)と聞 き返 す。そ れ に対 してル イは 「で

きた らそ れ を知 りた い もの だ 」(9)と答 え 、す ぐに 話 題 を変 える。ガ ウ ヴァインに とつて 「英

雄 」とは ル イ・デ ・ファネ スそ の 人 で ある。ところ が 、ル イに は ドラゴン を退 治 した 「英 雄 」とし

てリドイー ネ の 手 を 求 め に行 こうとい うの に、自分 がな ろうとして いるもの が どういうもの な の

か 分 か らな い の で あ る。もち ろん あ くまでも観 念 として は 、ガ ウヴァイン 同 様 、ル イも知 って

い ると答 え ることが で きるの か もしれ な い。

ル イは 好 ん で 道 を外 れ 、森 の 中 を 歩 き回 る。そ して 「今 や 私 は本 当 に迷 える騎 士 にな っ

てしまった ようだ 。まるでもう二 度 とこの森 か ら出 られ な いような 、半 年 もここを騎 行 してい る

30こ こで吟 遊詩 人の 特徴 として
、「探るような 目つき」と、直線 的に飛 ぶ矢を放 つ 「弓をすば らしく上

手に扱 う術を心得ていた」が挙 げ られ ていることは注 目に値 する。「弓1は鋭 く見通す 眼の隠 喩であ
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ような 気 が す るか ら」(13)と述 懐 す る。そ れ とは 対 照 的 に ガ ウ ヴァイン は 「ここは 美 しい 」

(13)と 一 見 、見 当 外 れ の 返 答 をす る。ル イとガ ウヴ ァインが 見 て いるものが 異 な るとい うこ

とは この 会 話 のず れ に お い て決 定 的 に明 らか にな る。そ して これ が 単 純 に 風 景 の み を指

してい るの で は ない ことも明 らか で ある。この感 想 は 二 人 の そ れ ぞ れ の 人 生 に 対 す る感 想

でもあ る。またル イが 道 を外 れ るの を好 む とい うことが 意 味 す るもの は 、ドー デ ラー の 『回 り

道 』とい う作 品 を援 用 す れ ば 明 瞭 とな る。『回 り道 』は 「彼 の 拘 留 の 最 後 の 日々 に 元 伍 長

パ ウル ・プ ランター の 上 には 穏 や か な 気 持 ち が 訪 れ て いた 。彼 は 彼 を待 ち 受 け て い る縄

に正 しく値 す ると理 解 して い た。しか しなが らそ の ような 、単 な る司 法 に 関 す る認 識 だ けで

は 彼 の 気 持 ち は まだ 鎮 め られ な か った だ ろ う。そ れ だ け で は な く、彼 が い ま振 り返 つ て

は っきりと見 て 取 った もの は 、まさしく彼 の 人 生 の 流 れ 全 体 で あった 。つ ま り絞 首 台 へ の

回 り道 、それ 以 上 で は なか った。そ して 彼 に は 、もう何 度 もこの ことを感 じて い たように思 え

た」31という文 章 で 始 まる。また 、道 を確 認 す るた め に道 を 外 れ てい た の だ とい うル イ 自 身

の言 葉 に よるもつともらしい 説 明 に 対 して、ガ ウヴァインが 沈 黙 をもっ て答 えるの は 、直 線

的 な 人 生 の展 望 を持 つ ガウヴァイン には そ れ が理 解 で きな か つた か らであ り、同 時 に そ の

沈 黙 はル イの 陳 述 による意 味 付 与 の 空 虚 さを印 象 づ け 、信'!,性 を疑 わせ る効 果 を持 つ 。

この 直 後 にル イが唐 突 に 多 弁 にな り、吟 遊 詩 人 の ことを思 い 出 して語 り出 す の は ― 種 の

輻 晦 で あるの は 間 違 い な い。そ してもちろ ん ここで 初 め て語 られ る吟 遊 詩 人 の 矢 筒 に刻

まれ てい る、「か つ て 行 わ れ た 冒 険 の ― つ 一 っ を とて も芸 術 的 に描 い た 無 数 の 図 像 」

(15)や 「― つ ― つ が 一 冊 の 本 まるまるの ように とても意 味 に 富 み 、全 部 が 合 わ さって正 し

い 知 識 を与 えるだ ろう印 」(15)は 、ル ー ン文 字 の ように 人 生 あ るい は 運 命 とい う複 合 体 全

体 、つ まり彼 らが 進 む べ き読 み 切 ることの で きな い 道 を暗 示 して い る。彼 らが 騎 行 す る眺

望 を遮 られ た 森 の 中 は 、はつ きりと示 す ことの で きな い 何 者 か に解 読 できない 人 生 を導 か

れ 、自 らの 行 動 に 対 して 疑 念 を抱 き、同 行 者 そ して 自 らをも欺 きつ つ 進 む 、ル イ 自身 の

心 象 風 景 で ある。

そして彼 らは ドラゴ ンに遭 遇 す る。ドラゴンを初 め て 目撃 す る場 所 は 眺 望 が 開 け て い ると

いうことは 、情 景 描 写 にお ける論 理 的 必 然 で あ るとともに 、上 述 の 文 脈 で もドラゴ ンの 役

割 とあ いまって実 は必 然 な の である。

 抜 き身 の 剣 を手 にドラゴンへ と向 か つて 、「走 るうち に鋭 く尖 つ た水 晶 のようにル イの 中

に― 彼 自 身 にとつて も不 思 議 だ った の だ が― 自 分 自身 を愚 か にもこん な試 験 に値 す る

ろう。これは 後述するがドラゴンの 「眼」に通底 する。
31Heimito von Doderer二Ein Umweg . Frankfurt a.M. und Hamburg 1965. Lizenzaus-

gabe mit Genehmigung des Biederstein Verlages, M�chen. S.5
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と考 えて い る、あ の 未 知 の 女 に対 して 嘲 りと侮 り、そう、軽 蔑 が 身 を擾 げ てきた。」(21)そ し

て 山 と見 紛 うほ ど巨 大 な ドラゴンを 眼 前 に す ると、自 分 の 手 に する剣 が彫 刻 刀 ほ どに しか

感 じられ ず 、「同 時 にル イは 、まだ 住 み 始 め て 間 もな い 家 に 、ある 日新 しい 、そ れ まで 気

がつ か ず 入 つた ことの な い 部 屋 を見 つ け た 人 の ように、彼 の 内 面 に 広 く明 るい 空 間 を 見

た。」(21)「今 で は何 もな いそ こに は 死 の恐 怖 が住 ん で い たは ず だ つたということに、彼 は

気 づ い た 。彼 は 、ここ、この 状 況 にお いて も、大 きなす み れ 色 の 角 の ある茶 色 の 山脈 を 前

に して い ても、完 全 に 落 ち 着 い て お り、彼 の 背 後 で 、お そ らく肩 甲 骨 の 問 で 、どこで あ れ

どの ように で あれ 過 ご して きた 彼 の 全 人 生 が 、す ぐにも背 中 に 広 げ ることが で きる、小 さな

荷 物 として 集 まって くるの を待 つ てい た。」(22)この ようにドラゴンとの 遭 遇 は ル イにこの旅

の無 意 味 さと並 ん で 、この 生 の 無 意 味 さを感 じさせ る。そ してル イは ドラゴンの 眼 の 中32に

もう一 っ の 世 界 を、さらに そ の 中 に映 り込 ん だ 自分 自身 を見 る。

 二 っ の 小 さな 森 の 沼 の ように そ れ はル イの 前 にあ つた。そ の 苔 む した褐 色 の底

 は 太 陽 に照 らされ て浮 か び 上 が りな が らな お 、そ の底 が 映 して い る空 の 、眩 量 を

 起 こさせ るような 深 さを指 し示 してい た。とても深 くへ とこの 眼 は 通 じて お り、数 日

 や 数 週 間 あるい は 数 ヶ月 どころで はな く、数 千 年 か か ってや つと通 り抜 けること

 が で きる森 の 中 の ようだ つた 。 そ れ は 、モ ンテファル の 森 が この 一 つ の 冒 険 を

 取 り巻 い て い るように 、そ もそ もこの 世 の ありとあ らゆ る 冒険 を、したが って 、この

 ような 森 の 中 深 くに 囚 わ れ 、眠 り込 ん で いる肉 体 の 中 の 夢 のように その 中 にある

 全 て の 生 を 取 り巻 い て い た。[…]そ の場 所 は完 全 な風 景 を見 せ て いた 、が らん

 とした 、大 きな 、荒 れ 果 てた 水 車 小 屋 が 穏 や か な谷 間 にあ り、そこには 草 が 丈 高

 く瑞 々 しく、緩 や か な 小 川 の た ゆ たい 流 れ る鏡 の 際 に 生 え 、小 川 の 水 底 は 差 し

 込 む 陽 射 しに 照 らされ て褐 色 に 浮 か び 上 っ て来 た … … そ の 中 を通 り抜 け てル イ

 は 進 み 、一 呼 吸 の 間 、この 非 常 に 大 きな森 か ら飛 び 出 して 、振 り返 つて見 ると、

 ル イ・デ ・ファネ スの 『方 旗 』が そ の 中を進 ん で行 くの が 、そ して彼 の 小 姓 とともに

 ま ば らに 高 山 芝 の 生 えた 山 の 頂 に 立 ち止 まって 、あ るい はここでドラゴンの 頭 の

 前 に 立 つて い るの が 見 えた 。そ して 今 や 彼 の 見 た もの を定 着 させ る強 い 眼 差 し

 でもって 、この 銀 と鉄 に身 を包 んで ぴか ぴか 光 つて い る、ドラゴンを前 にして 夢 を

32ラ テン語 のdraco
、英 語のdragonも ドイツ語と同じくその語 源 は、ギリシア語 のdrakonに 求 め

ることができる。この語 は本 来 的 にはヘビを表 わす言葉 と同義 として用 いられ 、原 義 は「鋭 く見 るもの

scharf Blickender」 を意 味す るという。多くの物 語で、ドラゴンが英雄 を、鋭 く見つめ、射煉 め、たと

えばメドゥー サのように石にしてしまったりもするの は、このドラゴンの本性 からであるという訳だ。
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 見ている男がかつて体験したかもしれないことのすべてを、その男の肩 甲骨の

 間に小さな荷物にして集めることが、容易にできた。そして― 見てごらん一 彼

 はそれを軽いと思った。(22f.)

このときルイが感じたこと、ドラゴンの大きさと自分の存在の小ささは、それ以上の説 明

の必要はないだろう。しかしここで重要なのは、ルイの現実が夢としてもう一度体験されて

いることである。ルイは森と自分 自身を傭鰍し、森の外から、客体として把握する。ドラゴ

ンとの遭遇は、さし当たつて自分のこれまでの人生と自分の人生に意味を与えようとする

行動そのものの意味の喪失につながるが、それは同時に新しい認識の獲得でもある。ド

ラゴンが彼 に無関心に去って行った後、ガウヴァインが彼をドラゴンを退けた英雄として

称えるのに対して、ドラゴンのように無関心に応じる。

   『行こう……そしてもう少ししたら野営だ』彼 は彼 らがやつて来た方角を指し

  た。

   ガウヴァインは当惑して彼を見つめた。『モンテファルは……公妃は……ひ

  ょっとしたら森もすぐそこで終わるのもかも知れませんよ!そ うでなければ私た

  ちはまた三週間騎行しなければいけないのに……』彼はおずおずと言った。

   『どちらでもいい』とルイは答えた。『さあ、騎乗せよ、モンテファルへ』(25)

 確かに物語の初めの状況において、モンテファル に定着することを求め、自分の人生

に意味を与えようとする意図は、未だ目に見えない実現していない期待を担つていた。し

かしルイにとって今やそれに意味はなく、ドラゴンとの対 面によって得 られた新しい認識

によつて、これまでの生とは異なる新しい生の次元が彼 の眼前に開け始めたのである。

では、ルイが到達した新しい認識はどのようなものであろうか。

ルイは言う。

  私はドラゴンの眼の中に彼女を見た……[…]私 はそこに彼女を、リドイーネを、

  私の人生が含んでいるものすべてと同じように、密 に凝縮 して見たのだ。そし

  て、そう見えたのだが、過ぎ去つたこととまつたく同じようにこれから来るものも。

  私にとつては私たちが到着したときの階段の上の彼女の姿は、一人きりでそこ

  に立っていた。小さく、痩せて、暗く、目新しさの光に照らし出された縁 に取り

  巻かれていることもなく、あるいは別の形に作られた世界から移つて来たように。
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  モンテファル は私にとって冒険ではない、またもはや 目的でもなかつた、そのこ

  とを私はすぐに知ったのだ、まだあぶみから片足しか外していないうちに。(31)

ルイはリドイーネを彼 女を取り巻いている価値や文脈から切り離して、彼女 自体として

単独に観察し、評価 している。また、かってドラゴンと遭遇する前 に彼が抱いていたモン

テファルとリドイーネに対する期待や願望は、いま目の前にあるモンテファルとリドイーネ

とはまつたく何の関係もない、彼の心の水面という鏡 に映ったイメージにすぎない。水面

の下の水底を見るようにモンテファルとリドイーネを見ること、それがドラゴンのもたらした

新しい認識である。モンテファルとリドイーネは本質的に等置することのできるものである。

そしてこの街の中心にはリドイーネが立つ。モンテファルは大都市と言つてもよい規模の

街であり、その城 はカフカの『城』を思わせるような複雑さと広大さを持ち、空中庭園まで

もを備えた重層的な構造をしている。そして時の流れもここでは「まるで時がもはや流れ

てなどいないかのようであり、そして起こったこと全ても、まつたく今も目の前にあり続け、

静止 した夕空の煙のように、あるいは完全に風の止んだ夏空の雲のように、淀んだ時に

引っ掛かつていた。」(27)この城と街 はドラゴンの森に劣らず迷宮に似ている。この物語に

おいてルイの視点からこの街が描かれるとき、必ずと言つて良いほど「見たところかなり大

きな街の輪郭」(26,29,31,67)という言葉が用いられるということは、ルイの新しい認識に

おいてこの街が意味しているものを暗示 的に示している。このモンテファルは決して実体

を内包しているものとして捉えられることはない。それは実体そのものが存在しない輸郭、

仮象である。

そして、確かにこの街は遍歴の騎士の旅の終着点でもあり、同時 に都市化した騎士の

街である。この仮象の城 、彼らがそこで定着しようとして目指して来た城で、モンテファル

の元帥の下でガウヴァインは侃剣 し、騎士に叙任される。そのことで旅の間にもルイとガ

ウヴァインの問にあつた差異が顕在化 して来るのである。「真の騎士になり、世の中、己

れ 自身ならびに神 を見いだすために」遍歴する騎士とは、「この剣を、教会、未亡人、孤

児、神に仕えるすべての者を異教徒の残忍さから守るための防具とせんがために。敵に

不安と恐れと恐怖を注ぎこまんがために」33あり、「『われわれが未亡人や孤児を守り、困

窮している貧しき者 の側に立つて判決を下し、正義を実行することこそ貴族の徴であり、

われわれの剣の要求するところである。』」34騎士とは何よりも弱き者のために自らの身を

33オットー・ボルスト:『中世ヨーロッパ生活誌』永野藤夫他訳 白水社 第一巻97頁

aa Ebd .
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挺 して 戦 う者 で ある。城 の 高 み に留 まるの で はな く、野 に 出 て 戦 うのが 騎 士 の 務 め であ る。

それ に対 して 、ガ ウヴァイン は す で に騎 士 に叙 任 され た そ の 時 か ら、モ ンテ ファル とい う仮

象 の世 界 に 組 み 込 まれ て しまつてい るので ある。ル イはそ れ を指 摘 す る。「そこに あるもの 、

い ま夕 焼 け の 中 か ら浮 き出 てい るそ れ は 、見 た ところか な り大 きな街 の 輪 郭 … … ガ ウヴァ

イン殿 、貴 殿 は 不 思 議 に思 わ な い で 欲 しい が 、しか し私 は は っきりとそ して た くさん の

個 々 のものを 、そしてまた この 城 か ら、地 平 線 を刻 ん で い るもの が 私 に 関 わ る場 所 の 一 部

を見 てい る。しか しそれ ももは や 私 を惹 き付 け は しな い 。そ れ が違 い な の だ 。私 の 以 前 の

生 と、また 貴 殿 の 、つまり今 あるような 生 に対 す る違 い 。」(31)仮 象 に 包 まれ た 世 界 へ とさ

らに深 く組 み 込 まれ て 行 く騎 士 と、仮 象 を見 破 り、そ れ を避 け ようとして 意 図 的 に 無 為 の

日々 を過 ごす 騎 士 の生 は 、これ 以 降 決 定 的 に す れ 違 って 行 く。ドラゴン との7L艪ﾉ よつて

得 た認 識 は 、ル イをこれ まで の 生 とは異 なる 「第 二 の 生 」35へと進 め させ た の であ る。

ここに 第 三 の 騎 士 が 登 場 す る。ガ ー ム レット・デ ア ・フ ロナ ウア ー は 、洗 練 され た 騎 士 で

もあるル イとは 異 な り、粗 野 に近 い ほ ど豪 放 な 活 力 に 満 ちた 騎 士 であ り、同 時 に また か っ

て の ガ ウヴァインと同 じように 直 線 的 な 視 線 を 持 つ 。彼 は 決 して 純 粋 な 理 想 的 騎 士 像 で

はな い が 、そ の 巨 体 は 「森 の 縦 の 木 」(33)に 喩 えられ るように 素 朴 な 生 命 力 を体 現 して い

る。この 人 物 の 登 場 とともに『騎 士 の 物 語 』として の この 物 語 の 構 造 は 明 らか に なつて 来 る。

三 人 の 騎 士 は そ れ ぞ れ 、弱 き者 の ため の 戦 士 で あ り、自 由 に 遍 歴 す る騎 士 か ら、城 の 高

み に座 し、政 治 の駆 け 引 きの 駒 ともな る、都 市 化 宮 廷 化 した 騎 士 へ と、騎 士 とい う存 在 が

移 行 して行 く過 程 の類 型 として 特 徴 づ け られ て い るらしい ことが 見 えて 来 るの で ある。ル

イ ・デ ・ファネス はこの 過 程 の 中 で 揺 れ はした が 、騎 士 の原 型 へ と回 帰 して行 く騎 士 として 、

ガ ウヴァイン とガ ー ムレットの 間 に位 置 す ると言 えるが 、三 者 三 様 のこの 対 比 は 決 して歴

史 的 社 会 的 な 分 析 の 手 段 で はな いことを付 言 して お く必 要 が あ るだ ろう。

ガウヴァインの 公 妃 リドイー ネへ の求 婚 は 、最 初 か ら彼 の 内 面 に あつた 単 純 なリドイーネ

へ の憧 れ に端 を発 す るが 、実 際 にそ れ を行 うの は 、モ ンテ フ ァル の 元 帥 の 教 唆 が あ れ ば

こそで ある。元 帥 は 、ル イ に公 妃 と結 婚 す る気 が ある の か確 か め ね ば な らな い 、ガ ー ム レ

ットは 公 妃 の 夫 としては ふ さわ しくな い 、したが って 、ル イに 結 婚 の 意 志 がな い の であ れ ば 、

ガ ウヴァインが 公 妃 の相 手 として ふ さわ しい と、彼 に 吹 き込 む 。ガ ー ムレットが公 妃 の 夫 と

しては ふ さわ しくないとい う理 由は 、彼 が 余 りにも古 い 戦 士 として の性 質 を保 ち過 ぎ てお り、

優 美 な 宮 廷 に彼 の 粗 暴 さは似 合 わ ない か らで ある。

元 帥 は 「あ る者 は 、― 目で も見 れ ば 出 口が 見 つ か るとい うの に 、心 の 必 要 か ら世 界 を

"Heimito von Doderer:Tageb�her 1920 -1939 . In:Bd.2:1935-1939,5.861
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まったく見ようとしない」(39)と、ガウヴァインに状況を正しく認識するように勧め、「貴殿は

その中に深い森の中の人のように囚われているのです」(39)と言う。「深い森の中の人の

ように」と言う比喩に、ガウヴァインがルイとともに旅をして来た森を思い浮かべる必要があ

る。「物事をはっきりと視界に入れなさい。その余のことは自ずから起こるものです」(40)と

いう元帥からガウヴァインへの勧めは、しかしある意図をもって進められている誘導であり、

皮 肉なことにその背後には宮廷政治の策略が轟いている。ガウヴァインは水鏡に映る元

帥の誘惑の底にある底意 にうすうす気がついていながら、元帥の言 葉によつて「物事を

はつきりと視界 に入れ」させられることによって誘惑されて行く。元帥はガウヴァインにリド

・イーネの夫 になるというイメージを植え付ける一方で、モンテファルの主として国事に携わ

る能力が必要なわけではないと言う。それは{鬼儲になれと言っているのと同義である。彼

の認識や意志 に関わらずガウヴァインはこの仮象への誘惑に吸い込まれてしまう。元帥と

の会話においてガウヴァインは、ドラゴンを眼前にした「あの瞬間は、今この瞬間と比べた

ら、[…]激しく心を動かされると言うよりむしろ落ち着いた瞬間であつたと言うべきものだつ

た」(45)と感じ、「そしてまたこの姿は彼にとってかつて見たドラゴンの頭よりも大きく恐ろし

く見え」(47)るように、彼 にとつての元帥という人物は、ルイにとつてのドラゴンと対となり、

さながらネガとポジのように、正反対の契機となるのである。

 元帥との会話の後、「ガウヴァインはどのようにその菩提樹の通路から出て来たか、その

時すでに、よろめかずに歩 くために、まさしく体の平衡を得ようと戦っていたので、彼 自身

にも分からなかつた」(47)と語られるように、彼は大地から足が離れ、仮象の世界 に漂い

出てしまう。そしてこのモンテファルの風景の一部となることによつてようやく彼は落ち着き

を取り戻すのである。「それ(休 息用のベンチ)はテラスと庭園の彼 方の遠く霧のかかった

地平線と一緒になって、初めて彼 に再び呼吸を取り戻させ、そしてすでに、ただここに留

まって時を過ごすという思 いつき、この地ではたまにしかそしてぽつりぽつりとしか地平線

に現われず、しばしのあいだ静止しているが、それから日々のように、モンテファルの週の

ように過ぎ去つて行く、あの雲のように、物事をその流れに任せ、元帥の指図を行き過ぎ

させるという思いつきが、柔和な夏の風のように、飛び込んで来ていた」(48)このときガウ

ヴァインの眼差しが捉える風景は、たゆたい漂うものであり、彼に要求された実際の行動

から彼を逃避させる。ルイがモンテファルから地平線の森を見つめるのとは対照的に、ガ

ウヴァインは地平線の上の雲を思い描くのである。

ルイとガウヴァインの対照は、ガウヴァインが元帥と会話 していたその同じ時に、ルイは

ガームレットと会話するということにも現われている。

ガームレットはリドイーネの夫として望まれていないということを重々承知しながらも、苦
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労 に 見 合 う「報 酬 を受 け取 らず に立 ち去 る」(51)こ とに 割 り切 れ な さを感 じて いる。そ れ に

対 してル イは 「彼 女 は 、あの 尊 敬 に 値 す る御 婦 人 は 、私 の 気 に 入 りませ ん 。な ぜ そ れ が り

ん ごとい う名 前 を持 つ ただ そ れ だ け で 、りん ごに 噛 り付 か な け れ ば な らな いの で しょうか 」

(51)と 言 っての ける。この 困 難 な 旅 の 報 酬 が リドイー ネ とい う女 性 で あるの で な く、もし報

酬 が あるとす るならば 、そ れ はこの 旅 そ の もの で あるとル イは ガ ー ム レットに 説 く。

リドイー ネ とい う女 は ガ ー ムレットの ような 騎 士 に は 「まった くもって 異 質 で あ り、そ れ ゆ え

価 値 が な い」(53)とル イは言 う。彼 女 は 、ル イが 切 り落 とした ドラゴ ンの 角 を ガー ムレットが

持 つて 来 た の を見 て 、そ れ をどうや つて 手 に入 れ た の か を問 い 、ガ ー ムレットを試 したと言

うの で あ る。そ してこの ことか ら、「そ の 顔 つ きよりも賢 く、だ か らと言 つ て 自惚 れ でもな く」

(56)と リドイー ネ は詩 に詠 つた の だ とガ ー ムレットは リドイー ネ を解 釈 す る。リドイー ネ は 事

実 とそ れ を語 る騎 士 た ち の言 葉 に 現 わ れ る 自惚 れ 、真 相 と皮 相 の 問 で 戯 れ て いる。彼 女

は 言 葉 で もつて 事 実 を 意 図 的 に歪 め 、そ の 歪 め られ たもの の 上 に 彼 らが 迷 い 込 む ように

誘 う。また 、ル イ、ガ ー ム レット、ガ ウヴァイン の 三 名 の 騎 士 を 「ドラゴン 殺 し騎 士 団 」(60)と

命 名 す るが 、それ は 事 実 の 歪 曲 を意 図 的 に 行 って い ることの 証 で ある。そ して それ は 騎

士 として の徳 目では なく、人 間 として の騎 士 の名 誉 欲 を掻 き立 てようとす るもので あるが ゆ

え に 、い っそう悪 魔 的 な声 であ る。彼 女 の 行 う歪 曲 は 一 つ に は 、ガ ー ム レットが 敏 感 に 反

発 し、ル イがとりなす ように 、彼 らの 誰 もドラゴン を殺 してい な い ということ、そ してさらに 、ガ

ウヴァインは 騎 士 として ドラゴン との 一 対 一 の 対 峙 を 経 験 して い な い の にも関 わ らず 、元

帥 が 彼 も公 妃 の 求 婚 者 として の資 格 を 持 つ と考 えるの と同 じように 、それ を経 験 した 騎 士

で あ るか の ように括 られ ることに は つきりと現 わ れ て い る。リドイー ネ は 、「殺 した の で は な

か つた としても、どの ように して ドラゴ ンを確 実 に退 散 させ ることが で きるの か 」(61)とい うル

イとガ ー ムレットにとつて は 秘 密 でもな ん でもない ことを殊 更 に 取 り上 げ 文 字 通 り秘 密 め か

して 、「ドラゴ ン殺 し騎 士 団 の 秘 密 」(60)と呼 ぶ 。リドイー ネ の魅 力 に呑 まれ 、彼 女 の性 質

に気 づ か ず 、そ して 実 際 に は ドラゴ ンと対 峙 した 経 験 を持 た な いガ ウヴ ァイン は 、この 「秘

密 」とい う言 葉 を真 に 受 けて 、「どの ような秘 密 で す か 」(61)と 聞 き返 して しまう。リドイー ネ

とは そ の性 質 の点 で触 れ 合 うところ の な いガ ー ムレットは これ にもストレー トに 、「あ の 生 き

物 は 鉄 と皮 をまとつた 人 間 を食 べ たい とは 思 わ なか つた の だ と、私 に は 思 わ れ ます 。そ れ

は ドラゴンの 好 みで はな い ので す 」(61)と答 え てしま う。そ して それ に 対 して 答 え るリドイー

ネ の 言 葉 、「私 の好 み で もありませ ん わ 、私 は ドラゴ ンで は あ りませ ん けれ ど」は 、三 重 の

含 意 を一 「鉄 と皮 をまとった 人 間 」、ガ ー ム レソト、そ して彼 の した ような答 え の 流 儀 に 対 し

て一 持 って 来 る。彼 女 にとって事 実 そ の もの とそ こへ の透 徹 した認 識 は 、何 ら意 味 を持

たな い の で ある。事 実 で は なく、虚 飾 に過 ぎな いもの でも 、彼 女 の求 め るもの に合 致 す る
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もの、それのみが意味を持つ。この会話を打ち切ったとき彼女は、ガウヴァインのみを宮

廷の女たちが打ち興じている球遊びに誘うのは、ガウヴァインだけがリドイーネの「好み」、

つまり彼女の誘惑にはまつているということを示している。この物語での公妃リドイーネは、

また「まつたくもってポジティブな意味を持つヒロインではない。彼女は腹黒い誘惑者なの

だ」36と言われるように魔女、たとえば白雪姫に毒りんごを手渡す悪いお后様を想起させ

る。

しかし公妃リドイーネをその意地の悪い悪戯心から判断して、邪悪な存在と単純に捉え

るのでは意味がない。リドイーネはロマンティックな性格の人物である。自分の新しい夫に

なる人物は、ドラゴンの試練を潜り抜けた男でなければならないと誓いを立てるということ

は、男 に自分の存在とリドイーネの存在を天秤 にかけさせるということに等しい。彼女は彼

女のために盲 目になることのできる、より正確に言えぱ、ドラゴンと闘うことによつて失われ

る世界の代償として彼女こそが新しい世界そのものであると見ることができる男を欲して

いるのである。彼女が故意 に事実を歪めるのは、彼女の言葉通りの「好み」ではなく、また

単純な意地悪でもなく、彼女の世界観照の仕方を新しい認識の仕方として受け入れるこ

とができる人物であるかどうかということを問う、ドラゴンとの闘いから続いている試練の―

環なのである。

そして、モンテファルに到達した騎士たちの中では、唯一ガウヴァインのみがそのような

男だつたのである。ルイとガウヴァインの生はこのように決定的にずれ、その一方でまたル

イの生は、目に見えた事実のみに依拠し、より深い認識 には到達することのないガームレ

ットの生とも完全に交わることはない。

 ところがこのように「冒険」とその目的、それを行ったものたちの生が振じれて行く中で、

リドイーネという人物の性格も多少の変化を来たして来る。ガウヴァインによるリドイーネへ

の求婚が行われ、ルイがモンテファルでの休暇を終えて、再び遍歴へと旅立つ前に、リド

イーネはルイにドラゴンの角の切れ端を柄に嵌め込んだ剣を贈る。ルイの視線はすでに

リドイーネに向けられることはなく、

   彼女が話している間一 彼女が言つてはいけない事を言わないために、言

  わなければならないことを全て一[… 】そのような話の間ルイはその向こうの森

  を見つめていた。[…]

   『道 はどこへあなたを導くのでしょう』とリドイーネは言って、外を眺めた。そ

as Wendelin Schmidt -Dengler:Nachwort . In:DLA.5.105
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  れは問いかけというよりは、自分 自身の物思いが夢見心地に言葉 になつたも

  ののように響いた。

   ルイはすぐには答えなかつた。

   『私にもそれを知ることはできません』と彼は短く言つた。

   彼 は森を見遣っていた【…】。

   秋になっている、秋だ、いま彼は唐突にそれを知つた(65£)

と語られるように彼女も彼にとつてはすでに「路傍の石ころでしかない」(64)ように見えるモ

ンテファルも無視しているが、それに対して、モンテファルを越えるルイの視線をリドイー

ネも追いかける。もちろん、モンテファルの主であり、逆にモンテファル に宿命的に捕らえ

られている、彼女の視線がルイの視線と一致するわけではない。彼女の内面で生起して

いることは控え目に表現されている。「彼女は彼 に肯きかけ、彼女のほつそりとした面はほ

とんど気づかれないくらいに震え、彼に手を差し出し、そして、彼 がまだお辞儀から再び

身を起こさないうちに、彼から離れ、大広間を通つて行つてしまった。」(66)ルイが彼女に

与えた影響や感情はこのように明示はされないし、彼女に起こっているであろう変化が物

語の焦点になることは決してないが、それを推測させるようには語 られているとは言える。

ルイはモンテファルを発ち、新しい小姓の少年バトリックを伴って再びドラゴンの森 へ向

かう。三人の騎士の生へと複線化した物語は、ルイとともに森へと向かうことによつてルイ

の生へと再び単線化する。バトリックはルイの語る遠方の王の話に驚き、「世界は広いん

ですね」(71)と賛嘆し、「あなたは、森の中に住んでいるあの怪物を、よく狙つた弓矢が眼

に当たつたら、非常に簡単に倒せるとは思いませんか」(72f.)と尋ねる。彼 はかつてのガ

ウヴァインと同じように騎士の冒険を夢見る少年である。もちろんルイはバトリックにそんな

ことをするのを禁じる。ルイにとつてはドラゴン、とりわけその眼は特別な意味を持っている

のだ。少年 にはなぜルイがドラゴンの森へと向かうのか理解できない。そして事実今度の

ルイの旅には、かつてのルイの旅にあつたような見かけ上の 目的すらない。この旅は明ら

かに内面への旅、己の定めへの旅である。

ルイはドラゴンに会いに、森からまっすぐに流れ出す小川に沿つて、森の深部へと進む。

九 日目にルイはバトリックらを野営地に残 して単身でドラゴンに会いに出る。やがてつい

にルイはドラゴンとの再会を果たし、「まるで懐かしい丘陵の連なりを目にして帰郷者が感

動に襲われるようにJ(81)、彼はドラゴンを見たとき感じる。そして、「彼と同じ身分のたい

ていの者たちが美しい婦人に対してこの芸術を向けるのが普通だったが、今回その詩の

対象は奇妙なことに他のものだった」(82)というように、愛するものに捧げるようにミンネザ
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ングをルイはドラゴンに捧げる。

ガウヴァインの場合のように女性へと向かうはずの愛は、ウロボロスのように、ドラゴンの

眼を通り抜けることによつて自分の内面へと向かうのである。ドラゴンの眼による偏光はそ

の深奥に彼 自身の運命を見せるのだ。そしてルイはこの詩を歌ったとき、中世の騎士に

とつて「サラセン人」が十字軍の敵であり、それとの闘いが騎士たちを聖地へとそしてより

高い宗教的な段 階へと導くものであるように、騎士である彼の敵「サラセン人」のようであり、

同時に彼の導き手でもあるドッペルゲンガーのような吟遊詩人にも再会する。今度の旅

は意図的な自己の内面への旅であり、己の定めを確認するためのものである。ルイという

人間はこの出会いによつて完成する。「まるで奇妙に気まぐれな芸術家がこの寂蓼の地

に、森の奥深くでドラゴンを生きたままで見ることができた最後の男の記念像を立てようと

心変わりしたかのように」(84)と、立ち尽くすルイが完成した彫像に喩えられることからも明

らかである。野営地に戻る彼の背後 には彼の生と世界を構成するありとあらゆるものから

成る幻想的な行列が続く。

水鏡の下の褐色の水底を見るように、ルイがドラゴンの眼の中に見(Vg1.22f.)、ドラゴン

の角の強い芳香から嗅ぎ取つた(Vgl―36)風景は、彼の運命を示すものであつた。谷間の

瑞々しい草に覆われた穏やかに流れる小川、その水面には陽光が差し込み、岸辺の茂

みを映し、その下に透けて見える褐色の水底 、そしてその傍らの水車小屋。ルイの旅 は

これらの風景を掠めて進み、そして略奪に遭つて燥つている村へと行き着く。ルイはこの

村を襲う盗賊団に向かって、単身で、弱きものたちを助ける騎士の誓いに従つて、ガーム

レットがかって求めていたような報酬を何ら当てにすることなく、ただ騎士としての使命,

騎士の定めに立ち戻り、戦いを挑み、その中で命を落とす。このとき彼の運命もまた完成

する。

『騎士の物語』は、変容してしまつた騎士の生活の底深くに埋もれてしまつた本来の騎

士の定めを掘り出すことによつて結末を迎える。しかしこれは歴史学的に研究された騎士

階級の零落を捉えた『騎 士の物語』ではない。この物語は「最後の」騎士ルイの内面を通

して、自己実現を、運命 の完成を語ることを主眼とし、アレゴリーとして紡がれていること

は明らかである。そのことの傍証 の一つとして、たとえば、パルツィファルの物語の登場人

物であるガームレットやガーヴァン(ガーヴァイン)がここでも登場することを指摘しておくこ

とができるだろう。もちろん物語の筋や個 々の人物が担う役割はパルツィファルとは明ら

かに異なるが、聖杯を求めるパルツィファルの遍歴は自己の実現を求めるルイ・デ ・ファ

ネスの遍歴と確かに重なつているのである。そしてさらに作家としての自己の実現を追求

し、作家としての自己の運命 の完成 を求める作者ドーデラーの現実とも重なって来るの
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で ある。

経 済 的 な不 能 、社 会 的 な名 声 の道 の 杜 絶 、社 交 的 な人 間 の 孤 独 、政 治 的 現 実 との 乖

離 、新 天 地 ドイツに移 住 したば か りで まだ 親 しい 人 間 も周 囲 に い なか った1936年 の ドー

デ ラー の 人 生 は彼 の 目標 に 対 して 非 友 好 的 で あ つた 。い つ か 達 成 され るは ず の 予 定 は

あまりに遠 く、そ の 影 す ら見 えな い。騎 士 ル イの 彷 径 は 騎 士 で あ り作 家 で あるドー デ ラー

の 人 生 の彷 復 であ る。運 命 の 紡 ぎ 車 は 「あるべ き」姿 へ と導 くは ず で あ り、現 在 は 「回 り

道 」に す ぎ な い と、己 を宥 め 、現 実 か ら逃 避 す る。彼 は 本 来 の 姿 にな っ てい な い 途 上 の

人 間 で あり、運 命 の 完 成 によって全 き人 間 に なる、人 間 が完 成 す る。1936年9月4日 、

四 十 歳 の誕 生 日の 前 日に ドー デ ラー は 、「自分 は 若 い の だ と思 う勇 気 を 見 出 す こと一 つ

まるところそ れ が す べ てで あ り、そ れ がす で に一 つ の― 『英 雄 的 な』成 果 だ 」37と日記 に

記 してい る。ドー デ ラー の 置 か れ た状 況 とル イ・デ ・ファネス の到 達 点 の 懸 隔 は あまりに大

きい。その 中 で ルイがモ ンテ ファル か ら地 平 線 の 森 を見 続 けた ように、己 の 定 め を 見 据 え

て 書 き続 けること、それ が 唯 一 の 道 だ ったの で ある。そ して ドー デ ラー は1938年9月14

日、「今 後 の 二 年 間(1938年9月 まで)の 仕 事 の計 画 を作 つた。

  三 つ の デ ≧ヴェル ティメン ト(七番 、八 番 、九 番 、場 合 によつて はそ の 他 のもの

  や 、更 な る変 奏 も含 め て)         200頁

  『誰 もが犯 す 殺 人 』            300頁

  『悪 霊 』第 二 巻              700頁

                      1200頁

毎 日三 頁 書 き、年 に 四 ヶ月 仕 事 の な い 月 があ れ ば 、上 に挙 げ た 時 間 に この 量 を 書 け

る」38と計 算 す る。しか しこれ はまた 、四 十 歳 にな ってな お 母 が 誕 生 日に 「道 徳 的 な 書 簡 を

私 の稼 ぎの 無 さや そ ういった ことのた め に― 書 い てよこす かもしれ ない 」39ことを心 配 す る

の と並 ん で 、出 版 社 が 見 つ か つて いな い 現 状 で は 悲 喜 劇 的 な 計 画 で は ある。

3.

す で に 見 たように、主 人 公 ル イの 人 生 、より正 確 に言 え ば 、運 命 に 対 して 、ドラゴン は決

定 的 な 意 味 を持 つ 。彼 が ドラゴン と闘 わ な けれ ば 、そもそも彼 の 物 語 は 成 り立 た な い 、つ

ま り、彼 の運 命 は 完 成 へ と向 か わ な い のだ か ら、運 命 の 完 成 、人 間 の 完 成 を 主 題 とした

物 語 として は存 在 しえな い。

s7 Heimito von Doderer:Tageb�her 1920 -1939 . Bd.2:1935-1939.5.861
se Ebd .5.862
39Ebd .5.861
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 一 般 論 として 言 え ば 、ドラゴン は 古 くか ら知 られ て いた と言 つてもよい だ ろう。そ の 中 に

は さまざまな種 類 があ り、また さまざまな 名 を与 え られ た。レヴィアタン、エ キ ドナ＼メドゥー

サ な ど、ドラゴンの 仲 間 に 分 類 され るもの はたくさん い る。あるときは ヘ ビ、あるときは トカ ゲ 、

また あ るときは 奇 妙 に 見 える がクジラな どが 、そ の 形 態 的 な原 型 とな った 。そ れ らは 人 々

の ファン タジー の 中 に住 ん で い た。い わ ゆ る19世 紀 以 降 の 近 代 科 学 とそ の 影 響 を受 け

た 近 代 思 想 、実 証 主 義 の動 物 学 、あるい は 動 物 分 類 学 、進 化 の 系 統 樹 に お い て は 、そ

の 出 番 は ない とは 言 え 、神 話 、伝 説 、宗 教 、噂 、そ して 、文 学 、絵 画 、映 画noな どで は さま

ざまな形 象 化 を受 けて い る。多 くの 人 々 がそ の 魅 力 に 、あるいは 魔 力 に 魅 入 られ て いるよ

うだ 。そ してドー デ ラー もそ の 一 人 で あるとい う訳 だ。

この 物 語 に 登 場 す るドラゴン は 、確 か に その 巨 体 一 首 だ け で50フ ィー トと描 か れ てい

る。1フ ィー トは30,48cmだ か ら、15メ ー トル ほ どで あ り、『回 り道 』にも登 場 す る実 在 した

ア タナ ジ ウス ・キル ヒャー の ドラゴン の挿 し絵 に 照 らし合 わ せ てみ れ ば 、体 長 は 首 の 長 さの

お お よそ4倍 ほどな の で 、全 長 は60メ ー トル ほ どと考 えられ る― とい う点 で は 空 想 的 で

は あるが 、決 して、1954年 に そ の第 一 作 が 目本 で 封 切 られ た怪 獣 映 画 『ゴ ジラ』よろ しく、

極 め て 現 代 的 に 規 定 され て い な が ら同 時 にナ ン センスで もある放 射 能 のブ レスを吐 い た

りす るような 、生 物 学 的 な 近 代 の 思 考 のパ ラダ イム を嘲 笑 うが ごとき荒 唐 無 稽 な 空 想 的 な

怪 獣 で は な い。もっとも、伝 統 的 な 伝 承 の 中 に は 、炎 を 吐 い たり、雷 を操 つた りす るもの も

い るわ け だか ら、放 射 能 の ブ レス を 「非 現 実 的 だ 」、「子 供 騙 しだ1と 言 って切 り捨 て るの も、

限 りな く無 意 味 に 近 い の は事 実 で ある。

 ギ リシ ア神 話 の ヘ ラクレス と黄 金 の りんご や イア ソン の金 羊 毛 皮 の 物 語 もそ うだ が 、一

般 に物 語 で描 か れ るドラゴン は何 らか の宝 の番 人 で あることが多 い。そして 必 然 的 に彼 ら

は 英 雄 に よつて 退 治 され る定 め に あ る。た とえ ば 『ニー ベ ル ンゲ ン』の 英 雄 ジ ー クフリー ト

によつて 打 倒 され るファー フニ ー ル が そうで ある。ジ ー クフリー トは まず ドラゴンあるい は怪

蛇 を倒 して、そ の 血 を浴 び て 不 死 身 に なり、そ の 肉 を喰 らつて鳥 の 言 葉 を理 解 で きるよう

にな る。そ してファー フニ ー ル を殺 して 、クリームヒル トとラインの 黄 金 を手 にす る。ところで

ここで ジ ー クフリー トが 手 にす る宝 は 彼 を破 滅 させ る因 になるとい うことを 覚 えて お きた い。

またキ リスト教 に お け るドラゴン 退 治 の 物 語 、「聖 人 伝 説 は秩 序 を 乱 す 社 会 的 悪 、特 に

異 教 徒 に 対 す るキ リス ト教 の 勝 利 を 寓 意 して い た。キ リス ト教 的 な 善 の 観 念 が 確 立 す ると

40シ ャmッ ク・ホームズで有名 なコナン・ドイルのSF小 説『失われた世 界』(1912)は1925年 に映

画 化され 、ドーデラーもこれを見ていたようだ。
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ともに 、悪 魔 的 なも の は す べ て 龍 に 押 しつ け られ た 。」41ロー マ の ディオ クレティアヌス帝

の 時 代 に 実 在 して いた 聖 ゲ オ ル ギ ウスは 、一 般 に は 報 酬 を 貰 うことな くドラゴンと闘 つた と

い うことになっ てい る。聖 ゲ オ ル ギ ウスの伝 説 は ドラゴ ンに 捕 らえ られ た 王 の 娘 を解 放 す る

ことが 焦 点 に なつて い て、そ の解 放 は異 教 徒 の処 女 をキ リス ト教 に 改 宗 させ ることを 意 味

して お り、そ れ は彼 個 人 にとっての 宝 で はな い が 、キリス ト教 世 界 にとつて は 宝 を意 味 して

い る。

い ず れ に しろここにそ の 一 部 を挙 げ た ヨー ロッパ 世 界 の ドラゴン 退 治 の 物 語 の 多 くはそ

の 隠 し持 っ 財 宝 とそ れ が 捕 らえて いる処 女 に 向 け て 収 束 す ると言 つ てもよい ように 見 え

る。

このことか らドラゴ ンとそ のドラゴン の 隠 し持 っ 財 宝 、あ るい は ドラゴン の 生 け賛 として捧

げ られ た処 女 の 間 には 、リル ケ が 『若 き詩 人 へ の 手 紙 』で 比 喩 として 用 い てい る表 現 にも

見 て取 れ るように 、奇 妙 な 同 一 性 が認 め られ る。「そ れ は 、あ わ や と思 うどたん 場 で 、王 女

に変 身 す る竜 の神 話 で す 。お そ らく私 たち の 生 活 のす べ て の 竜 は 王 女 なの で あ って 、た

だ私 た ちが 美 しく勇 気 の ある者 に なる瞬 間 を待 って い るの で しょう。」42ドー デ ラー の 『最

後 の 冒険 』に お けるドラゴンも、この障 害 そ のもの が 、それ に打 ち 勝 っ と― 正 確 に は それ

に耐 え抜 くと― 、一 転 して財 宝 にな るリル ケの ドラゴ ン の 比 喩 と良 く似 て い る。た だ し、も

ちろん す で に述 べ たように 「ドラゴン=公 妃 リドイー ネ 」とい う図 式 で は な い。そ して ドラゴン

が 障 害 とな って いる具 体 的 な 目的 地 、す な わ ち 、モ ンテ ファル とい う城 もまた 同 様 に 、主

人 公 ル イに は 有 効 な 意 味 を持 ち 得 な い 。ここで の 「ドラゴ ン」は ドラゴンそ の もの として 意

味 を持 つて いる。そ して それ ゆ えに 逆 説 的 に 「ドラゴン=財 宝 」とい う等 式 が成 立 す る。こ

の物 語 にお ける「ドラゴン」の財 宝 とは 、主 人 公 ル イ 自身 の 運 命 を開 示 す るもの で ある。そ

してそ れ に対 してミンネ ザ ング を捧 げ ることに よって 、「ドラゴ ン」は 文 字 通 り「王 女 」にな る

と言 つてもよいだ ろう。

次 にこの『騎 士 の物 語 』をドラゴン退 治 の 物 語 として 、メー ル ヒェン と照 らし合 わ せ て検 討

して み よう。ドラゴン退 治 の モ チ ー フ は 、「グ リム 兄 弟 に よって 出 され た 二 百 の 子 供 と家 庭

のメル ヘ ン で は 一 つ しか な い 」93が、多 種 多 様 な ヴ ァリエ ー ションを持 つて い るた め 、「メー

ル ヘ ンでも龍 退 治 はい ち ば ん よくあるモ チ ー フで あ るか ら、これ をそもそ もメー ル ヘ ンの 元

型 で あると見 る人 も多 い 。」44伝説 や 伝 承 に お い て は ドラゴ ン退 治 は ほとん どの 英 雄 が 経

41荒 川紘:『龍の 起源 』紀 伊 国屋 書店1996年68頁

aaリル ケ:『若き詩 人への手紙 若 き女性 への手 紙』 高安 国世 訳 新潮 文 庫 昭 和28/42年60頁

43ウ ーべ・シュテッフェン:『ドラゴン 反 社 会の怪獣 』村 山雅 人訳 青土 社1996年205頁

4hトーマス・インモース=『元型 との出会い― ユングとドイツ文学 の深 層』 尾崎 賢治 訳 昭和60年
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験しなければならない重要な通過 点となっている。「西洋ではこのモチーフは、ペルシャ

のミトラ神話を経由して、キリスト教の聖人伝へ流れこんだ(聖 ゲオルグは龍を退治して女

を救う)。明らかにこのモチーフは人間の根源的欲求に応えるところをもつている、つまり

元型的機能を果たしているからであろう。ジークフリート、トリスタン、ヴィガロイスらはいず

れも龍を倒す。ところがパルチヴァルは、彼の花嫁と定められているコンドヴィーラームル

スを、彼女が幽 閉されている城から救い出すときに、彼女を閉じこめて結婚を迫つていた

男を殺す。ここではこの求婚者が龍である。しかしこれら中世叙事詩の英雄たちからヴィ

ルヘルム・マイスターへ(ま だヴィルヘルムは剣を振って彼の演劇一座を盗賊から守る

が)、さらに故意に発育不全の段 階で成長を止め、むしろ大人の社会へ出ていかないで

すむように小人のままでいる現代のギュンター・グラスの『ブリキの太鼓』の反英雄へと、ド

イツ精神史において英雄はいかに変わつてしまったことであろう。」45この引用の線で『最

後の冒険』のルイを見れば、リドイーネがそう見るように、確かにドラゴンを退散させたがゆ

えに、英雄の一人に数え入れることができるかもしれない。しかし、すでに見たようにルイ・

デ・ファネスは「反英雄」と呼ぶ方がふさわしく、決して神話伝説やメールヒエンに登場す

るような英雄一 「できたらそれを知りたいものだ」とルイは言う一 とは呼び難い。それはル

イのドラゴン退治が、ドラゴンが単に「鉄と皮をまとつた人聞」に興 味を抱かなかったがゆ

えに、成功したような見かけを帯びることになった失敗したドラゴン退治であるということに

も端的に表われている。そして総体として見ても、この物語はたとえばグリムの『二人兄

弟』のメールヒエンと比較して見れ ば明白だが、失敗と不首尾が目立つている。

 メールビェンの常道に従って、『二人兄弟』の弟はある国のお姫様 が、国に残つた唯―

人の処女としてドラゴンから要求された生け蟄になる定めにあると聞き、お供の動物たち

と共同してドラゴンを退治し、お姫様をその運命から救い出す。そしてドラゴンを倒した証

として七つの首の七つの舌を切 り取るが、闘いの激しさに疲労し、ドラゴンの骸の傍らで

眠り込み、俵臣に首を刎ねられるが、お供の動物たちの働きによつて蘇生する。ルイ・デ・

ファネスは「お姫様」を彼女 自身の立てた誓いから解放するためにドラゴンと闘い、ドラゴ

ンを倒した証として、ドラゴンの角の切れ端を手に入れる機会を持ちながら、闘いの激 し

さに疲労して、それを拾うこと自体を忘れてしまう。さらにそれどころか、「お姫様」を手に

入れることさえもどうでもよいことのように思う。そもそもこの場合の 「お姫様」リドイーネは

再婚の相手を求めているのであり、人を験す問いかけを行い、その言動に純真や無垢と

春秋社51頁
45Ebd .
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い つた 観 念 が 付 随 す るは ず の 処 女 で は な い。ところで ここで ル イは 闘 いの 中 で これ まで の

生 を概 観 し、新 しい認 識 を得 ることで 、内 面 的 に はこれ まで の 彼 とは 異 なつた 彼 にな る。

これ は 内 面 的 な死 と蘇 生 に相 当 す ると言 つて もよい だ ろ う。また 『二 人 兄 弟 』で は 俵 臣 は

お 姫 様 を脅 迫 し、ドラゴン退 治 の 英 雄 を詐 称 す るが 、弟 は 証 拠 を提 示 す ることによって 、

自 分 こそが ドラゴンを退 治 した本 人 で あると証 明 す る。お 供 の 動 物 を連 れ たガ ー ムレット

は ドラゴン の 角 を持 つて 到 着 す るが 、彼 自身 もドラゴ ンを 退 治 で きたわ け で は な く、ドラゴ

ン退 治 の英 雄 であ ると詐 称 す ることもしな い。リドイ ー ネ は誰 が ドラゴンの 角 を切 り落 とした

か を十 分 に 承 知 しな が らも、自ら偽 証 を誘 い か け 、俵 臣 に相 当 す る人 物 を作 り出 そ うとし、

また戯 れ に 自ら進 ん で 欺 か れ た国 王 の役 割 を演 じようとす る。結 果 的 にル イの行 為 は 立

証 され るが 、ル イは 「お 姫 様 」リドイー ネ に 求 婚 せ ず 、外 部 か ら「英 雄 的 」行 為 の 真 正 さが

揺 るが され ることはな い が 、逆 にル イの 内 面 か ら 「英 雄 的 」行 為 は 否 定 され て しまう。『二

人 兄 弟 』で は 、お 姫 様 と結 婚 した 弟 は城 の 近 くの 森 に 狩 に行 き、悪 い 魔 女 に騙 され て石

に され て しまうが、兄 に助 け 出 され て城 に戻 るが 、嫉 妬 か ら兄 を殺 害 して しまう。最 後 に は

誤 解 と判 つて 弟 自身 が蘇 生 した の と同 じ方 法 で 兄 を蘇 生 させ て大 団 円 を迎 える。ところ

が 、ル イを兄 、ガウヴァインを弟 と見 れ ば 、ガウヴ ァイン は城 か ら出 て行 こうとす る気 配 も見

せ な い 。さらに モン テファル を森 、リドイー ネ を悪 い 魔 女 と考 えれ ば 、そ の 手 管 に 陥 ち た ガ

ウヴァイン を兄 ル イは 救 出 しようとしな い 。そ の ― 方 で 、ル イを弟 に 見 立 て れ ば 、モ ン テ

ファル とい う森 のリドイー ネ とい う魔 女 に よる危 機 は 、そ の 術 策 を 見 透 か して い るル イの 場

合 に は 、事 前 に回 避 され て いる。そして誤 解 の 解 け た 兄 、つ ま り、もう― 人 の 自分 との 再

会 で は なく退 治 され るべ きもの であ つたドラゴンとの 再 会 が 起 こる。

この ように 見 ると、この 物 語 に は『二 人 兄 弟 』に 見 られ るようなモ チ ー フが 頻 出 す るが 、そ

れ は決 して 一 致 す ることは なく、常 に似 て非 なるもの で あ り続 け る。ドラゴン 退 治 の 物 語 と

しては この 物 語 は 既 成 の枠 組 み か ら常 に 少 しつ つ ず れ 、ファン タジ ー として の 枠 組 み を

既 成 の ドラゴン退 治 の 物 語 か ら借 りてい な が ら、実 際 に は その 枠 組 み を 崩 して行 くことに

よってこの 物 語 は 成 立 して い るの であ る。この ことは 『騎 士 の 物 語 』として の ル イの 内 面 を

追 う主 題 と実 は 共 鳴 す る。

この物 語 で は 、人 間 の ファンタジー の 産 物 で あ るドラゴ ンが 、ファンタジ ー の 枠 組 み を破

壊 され たところ に爬 行 す る。ところで ドー デ ラー は1958年 に 、『ドラゴ ンの 再 来 』46というエ

as Heimito von Doderer:Die Wiederkehr der Drachen
. In:Die Wiederkehr der Drachen.

A.a.O.,5.17-35

編 注 によれ ばこのエソセーの着想 はす でに1927年 にあったと言 うが、1958年 秋 に最 終 的に脱 稿

し、初 出は1959年 スイスの》》Atlantis((という題 名 の雑 誌(31号)ら しい。年代 に関す る余談 を挙 げ
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ッセ ー を書 いて い る。そ の 中 で ドー デ ラー は 、財 宝 を隠 し、処 女 の 自 由 を 奪 う、途 方 もな

い カ を 持 つメー ル ビェン的 な ドラゴ ン とい う視 点 で は なく、生 物 として の ドラゴ ンを捉 えよう

と努 力 して いる。

 ドー デ ラー の この分 野 に お け る出 発 点 は 三 つ あ る。

 まず 一 つ 目は 、トカ ゲ や ヘ ビな どの 爬 虫 類 や カ ニや エ ビな どの 甲 殻 類 の 中 に は 、条 件

さえ整 え ば 、非 常 識 な くらい 大 きくな るもの が 存 在 す るということ。二 つ 目は 、シー ラカンス

や コモ ドオ オ トカゲ の 存 在 が 証 明 す る、太 古 の 形 質 を維 持 してい る現 代 の 生 き物 の 存 在 。

三 つ 目は 「人 間 は ドラゴン に 直 面 して い た。彼 はそ れ を経 験 で知 って い るの だ。ドラゴ ン

・は19世 紀 が 常 に 信 じ込 もうとして いた ようなシ ンボ ル で あるだけで はな い
。そ してそ れ は

発 見 され た 太 古 の 巨 大 な 骨 の幻 想 的 な解 釈 でもない 。このような 特 殊 な 姿 はそ ん な風 に

は 出 来 上 がらな い もの だ 。{…]ド ラゴン を人 間 は経 験 か ら知 って いる」47とい うもの であ る。

ドー デ ラー は 、た とえば 東 洋 の 龍 が 水 利 を表 わ し、それ を治 め る、つ まり、退 治 す ることが

支 配 者 としての 力 を表 わ す とい うタイプ の シンボル 解 釈 を拒 み 、また 恐 竜 との 安 易 な 関 連

付 け をも否 定 す る。た だ 、ドー デ ラー が この 文 章 で 最 も主 張 した い ことは 間 違 い なく、「ド

ラゴ ンを人 間 は 経 験 か ら知 って い る」というくだ りで ある。この文 章 をナ ンセ ンスで あると一

蹴 す るの は 容 易 で ある。とい うの も、ドー デ ラー 自身 も例 に 挙 げて い るが 、インドネ シ アに

はトビトカ ゲ とい う体 長10数cmほ どの 西 洋 の ドラゴン に極 め てよく似 た 、空 を 滑 空 す るた

め の 翼 状 のもの を備 え た トカゲ もいることには いるが 、まず 常 識 的 に考 えてこの 世 にドラゴ

ンと呼 ば れ うる巨 大 な生 き物 は 存 在 しな い 、した が つて それ を 目に したもの はい な いか ら、

次 に 、形 態 的 に ドラゴ ン に最 も近 い と連 想 され るのが 恐 竜 であ るが 、2億3000万 年 前 に

登 場 した 恐 竜 は 中 生 代 の 覇 者 で あ り、中 生 代 の 終 わ りとともに 絶 滅 し、地 質 史 的 な ス

ケ ー ル で 言 え ば ごく最 近 の 新 生 代 も末 に なってようや く登 場 した 人 類 に は 、恐 竜 を 見 る

ると、す でに述 べたように『失われた世 界』は1925年 に映画化 されており、『最 後の 冒険』の 出版さ

れた年 でもある、1953年 には『原 始 怪 獣あらわる』というアメリカ映画 が封切 られ 、また1933年6月

にスコットランドのネス湖 で首長 竜のような 「ネッシー』が初 めて 目撃され、その後も夏の観光 シー ズ

ンが近 づく度に 目撃情 報 が流され、「1933年11月 には最 初の写真 が撮 影され、また1936年 には

映 画監 督の手 により、時 速 十 五キロで泳 ぐ全長 一〇メートル ほどの怪 物のフィル ムが撮影 された。」

1951年 には「ネッシrの 絵葉 書 が世 界的ベ ストセラーになり、1955年 にはイギリスBBCと イギリス

海 軍省 が協力 して本格 的 なネス湖 の調査 を行 ったという。

巽 孝之:『 恐 竜のアメリカ 文学』(ちくま新 書120)ち くま書 房1997年18-22頁

庄 司浅 水:『 世界 の七不 思 議一 古代 から現代までの29話 一 』現代教 養 文庫646社 会 思想 社

1969〆1986174頁
"'Ebd .,5.23
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チ ャンス がな か ったか らであ る。48しか し、ドー デ ラー は 人 類 の 起 源 をより過 去 に 求 めるこ

とがで きるようにな つて 、中生 代 に恐 竜 を見 た 記 憶 と新 生 代 第 三 紀(6500万 年 前 か ら2

万 年 前)に も生 き延 び てい た かも しれ ない 大 トカゲ ― 恐 竜 とは 別 の 進 化 の 道 筋 をた どつ

た 現 代 の爬 虫 類 の 祖 先 ― を 見 た 「経 験 」が あるは ず だ 、そ の 「記 憶 」が― ユン グ的 な 用

語 を 使 用 す れ ば 、集 合 的 無 意 識 に で も蓄 え られ て― 伝 わ つて い るの だ か ら、われ わ れ

は 「経 験 か ら知 つてい る」のだ と主 張 す る。ゆえ に 「わ れ わ れ は 第 一 に 、ドラゴ ンの 姿 形 は

もはや 空 想 と象 徴 表 現 の インデ ィア ン居 留 地 へ と追 放 され 得 な いの だ とい うことを、認 識

す る」49ことが できると、ドー デ ラー は 主 張 す る。

 ドー デ ラー によるとドラゴンとい う生 き物 は 次 の ように 定 義 され る。

  ドラゴン は特 定 しうる、多 くの 標 本 の 中 に存 在 す る動 物 の 種 で は な い。そ して 、

  す で にそ の 一 事 だ け で 、リンネ 老 に とつ てドラゴン の た め の 余 地 はあ りえ な い

  の であ る。[…】ドラゴ ン は怪 物 であ り、個 別 の 事 例 で あ り、特 定 され え な い 動

  物 で ある。ドラゴ ンは 、形 態 変 化 へ と至 るほ どの 過 剰 な爬 虫類 の 巨 大 化 の 、

  常 に そ して今 日に お いても存 在 す る可 能 性 の 実 現 、あるい は 、今 日で は もは

  や ある動 物 の種 の 典 型 としてで は な く、モ ンスター として 作 用 す る、生 き延 び

  て 来 た 、原 初 の 形 態 の 再 来 、再 発 現 で あ る。コモ ドオ オ トカゲ で あ ろうと、島

  の 内 陸 山 岳 部 で 、近 親 で 絶 滅 したメガ ラニ ア ・プ リスカ50の 大 きさに達 す れ ば 、

  二 つ の 可 能 性 の結 合 で あり、本 物 の ドラゴン で あろう。まさに ヴァラヌス ・コモ ド

  エ ンシス の場 合 、3な い し4メ ー トル の かな り年 をとつた標 本 は 、体 の 中 心 部

  の 異 常 な拡 張 と弛 ん だ皮 膚 の鍛 の せ い で 、外 見 が 激 しく変 化 して お り、そ の

  結 果 トカ ゲらしいスマ ー トさは 消 え てしまつて い る。同 様 のことを われ わ れ は す

  で に博 物 館 のアナ コンダで も見ることが で きた。

4S「仮 に、生命 が地球上 に満 ちあふれ るようになってから経過 した時 間 を1年 間 のカレンダー に当

てはめてみ ると、恐竜 は8月 の初 めに出現し、11月 の終 わりに死 に絶 えたことになる。それに対 して、

人間 が現 れたのは12月31日 も夜が更 けてか らのことであり、まばたきをする― 瞬前 のことであると

言 つても良い」

デヴィッド・ランバー ト&ダ イアグラム・グループ:『恐 竜デ ータブック』 岡 崎淳 子訳 大 日本 絵 画

1992年19頁
A3 Heimito von Doderer:Die Wiederkehr der Drachen

,5.24
50新 生代 洪積 世 のクィンーズランドの大 トカゲで、10メ ー トル ほどの大きさがあり、洞 窟の壁 画 に描

かれているとドー デラーは書 いている。(Die Wiederkehr der Drachen, S.23)ま たヴァラヌス・コモ

ドエンシスは;モ ドオ オトカゲの学名 である。ちなみ に、「ディプロドクス、ステゴサウルスや ケラトプス」

は全て恐 竜の名 前である。
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   中 生 代 の 怪 物 、デ ィプ ロドクス、ステゴ サ ウル スや ケラトプ ス らは 当 時 の 地

  表 面 に お け る標 準 の 動 物 相 を形 成 して い た。彼 らの 一 部 は 群 れ で 生 活 して

  さえい た 。彼 らは ドラゴ ンで は なか つた。彼 らの うちの どれ か 一 頭 でも再 び 現

  れ ようもの な らば 、彼 らが 時 代 を 超 えて 生 き延 び て いようもの な らば 、彼 らは ド

  ラゴ ンで あ ろう。51

しか し、この ような 定 義 の 下 に 、ドー デ ラー が 「ドラゴン1と 呼 ぶ もの を 、わ れ わ れ も書 か れ

て いる通 り素 直 に 、「ドラゴ ン」と呼 ん で よい の だ ろうか 。

ドー デ ラー の 主 張 を 聞 くわ れ わ れ 読 者 は 、風 車 を巨 人 だ と言 い 張 るドン ・キホ ー テ に 従

うサ ンチ ョ・パ ンサ の ように 思 え て 来 る― 後 に 自らが 誤 りで あつた と振 り返 ることに な つた

ナ チ ス ・ドイツに 託 して い た ドー デ ラー の 理 念 を 我 々 は ここで思 い 出 す べ きな の か もしれ

な い 。巨 大 化 した ロブ スター が 絶 対 に ロブ スター で あるように 、白い クジラが い か に 怪 物

的 な 存 在 にな ろうとや は りアル ビノの クジ ラで しか な いように 、そして 一 代 限 りの 突 然 変 異

が 決 して 新 種 と呼 ば れ ることが な い ように 、や は り、巨 大 化 した、特 殊 化 した 「トカ ゲ 」と呼

ぶ の が 正 しい の で は な い だ ろうか 。これ は ヨー ロッパ 近 代 以 降 の わ れ わ れ の 科 学 的 現 実

把 握 の パ ラダイムで あ る。ドー デ ラー は 「ドラゴ ン」な らざるもの を 「ドラゴン」と称 し、敢 然 と

「ドラゴン」を現 実 へ と召 喚 しようとしてい る。しか し、そ れ は 実 体 と観 念 をす り替 えて いるに

す ぎ な い の で は な い か 。つ ま りこの 「ドラゴ ン」という名 称 は 、決 して具 体 的 な 動 物 を 指 す

の で は な く、あくまで も 「ドラゴン 」の観 念 を指 す に過 ぎな い の では な い か。は っきりと言 つ

て しまえ ば 、わ れ われ が慣 れ 親 しん で きた 「経 験 的 ・実 証 主 義 的 科 学 」の思 考 の 枠 組 み

を 、ドー デ ラー は 「経 験 的 ・実 証 主 義 的 科 学 」か ら見 れ ば 「似 非 科 学 的 」イデ オ ロギ ー で

置 換 しようとして い るの で はな い か 。だ とす れ ば 、わ れ わ れ は す で に 出 発 点 に お い て 誤 謬

が 見 られ るような思 考 を受 け入 れ る必 要 は な い。だ が、結 論 を急 ぐ前 に 、もう― つ 別 の意

見 を汲 ん でみ よう。

巽 孝 之 は 『恐 竜 の ア メリカ文 学 』とい うい か にも現 代 的 なアメリカ 文 学 史 の 中 で 次 の よう

に述 べ て いる。「恐 竜 の化 石 発 掘 史 そ のもの は お そろ しく昔 にさか の ぼ り、発 掘 され た恐

竜 の 骨 が 一 般 大 衆 の 目 にふ れ ることは 少 な くな か つた。ところが 、キ リス ト教 信 仰 の 根 強

い 支 配 の ため に 、仮 に 人 々 が 恐 竜 の 骨 を見 る機 会 があ っても彼 らは それ を決 して 恐 竜 の

骨 とは 思 わ ず 、現 存 種 の 死 体 か ドラゴンあるい は 巨 人 の骨 として片 づ け てしまつて いた の

で ある。[…エそ う、恐 竜 の 化 石 を 目に しても、人 はみ な そ れ を恐 竜 以 外 の 何 か だ と考 えた

51Heimito von Doderer:Die Wiederkehr der Drachen
, S.24£(傍 点 は筆者 による。)
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時代があつたのだ。今 日では想像もできない判断だが、【…】だが、それはあくまでも近代

科学に根ざす進化論的発想が当然の前提になつている私たちだからこそ抱く印象 にす

ぎず、近代以前の聖書的世界観や擬似科学 的世 界観 の方 がおなじみだつた時代の

人々を考える時には、むしろ天動説をはじめとする彼らの常識の側にいちど立ってみなく

てはならない。キリスト教からオリエンタリズムへ及ぶ西欧的言説体系 によつて育てられた

主体が、仮 に新しい事実を目前にしたその瞬間でさえ、いともあつさり事実の事実性を葬

り去つてしまうその判断基準の側 に、いったん立ち尽くしてみることから考え直してみなく

てはならない。[…]そもそも、私たち自身の拠つて立つ近代科学的認識そのものが、長い

人類史の中でほんの一部を占める支配的イデオロギーでしかない可能性 は、決して捨

て去ることができない。【…1人 々にものを見せているのは肉眼というよりもイデオロギーで

あり、イデオロギーが強すぎれば肉眼に映つても盲点へと追いやられるものばかりが増え

ていくという事実を、私たちはいま少し謙虚に受け入れるべきではあるまいか。」52この論

考におけるドーデラーへの言及は一部事実誤認はあるものの、このイデオロギー批判的

な視線は、ドーデラーの『ドラゴンの再来』を読む際にわれわれに要請される視線であり、

また同時に、ドーデラー 自身の「ドラゴン」に対する視線の前提でもある。だとすれば、わ

れわれがそれをナンセンスだと批判することがドーデラーによつてここではあべこべに批

判されているということになるのである。

 ドーデラーは言う。

   われわれみんなの中にはわれわれが思つている以上にリンネが住み着い

  ている。彼はト――】、存在し得ないものは存在してはいけないという、一種の動

  物学的全体主義を作り上げた。[…]今日文明化された人間の中で幽霊に対

  する太古の恐怖が姦くとき、有効な悪魔払いの用意をどんな時でも心の中で

  行つておく代わりに、彼は多かれ少なかれ意識 的に、そういつたものは単純

  に存在しないと決め付ける、19世 紀の実証主義を呼び出す。

   無意識的なリンネ主義から自由になって初めて、われわれを取り巻く人の

  手の加わっていない自然は再びその多様性と可塑性を獲得し、硬 直したシ

  ステムを溢れ出て覆い尽くし、滝となってその真 に際限のない可能性の奈落

  へと落ち込んで行くのだ。53

52巽 孝之=『恐竜のアメリカ文学』70 -76頁(傍 点は原著者による。)
ss Heimito vonDoderer:Die Wiederkehr der Drachen

,5.34

                 -72一



ドー デ ラー に とって 「ドラゴ ン」は す で に 見 た ように 、具 体 的 な動 物 を越 えた 意 味 を持 っ

て い るの は 明 らか で あ る。それ は 認 識 にお ける― つ の 契 機 で ある。「ドラゴン」を現 実 世 界

の 中 で 「見 る」とい うことは 、「実 証 主 義1に 毒 され た現 実 把 握 にお い て は 、幻 視 、妄 想 に

分 類 され るか 、あるい は そ の 「見 た 」もの を実 証 主 義 的 な分 類 体 系 の 中 に押 し込 め ようと、

「ドラゴ ン」として の 特 性 を 剥 ぎ 取 り、「ドラゴ ン」で は ない もの に 歪 め てしまうことに 直 結 す る

だ ろう。しか し「ドラゴ ン」を 「見 る」とい うことは ドー デ ラー に とって は 、現 実 を あるが ままに

把 握 し、言 葉 を補 えば 、硬 直 したイデ オ ロギ ー 、世 界 観 、現 実 把 握 の方 法 を突 き破 って 、

現 実 の 「多 様 性 と可 塑 性 」を受 け 入 れ ることに他 な らな いの で ある。「ドラゴン」の 形 姿 を特

定 で きな い のも 当 然 で ある。しか し「ドラゴン」は 決 して ただ の 観 念 にす ぎな いもの で は な

い の で ある。ある風 変 わ りな 生 き物 を 見 て 、それ が 「ドラゴ ン」であると感 じたそ の 瞬 間 にそ

れ は 「ドラゴ ン」とな るの だ か ら。この 点 に 関 して 、リル ケが 先 に 引 用 した 同 じ手 紙 の 中 で 、

「何 物 に 対 しても覚 悟 の ある者 、何 物 をも、た とえ どん な に不 可解 なもの をも拒 まな い者 だ

け が 、他 の 人 間 に 対 す る関 係 を生 き生 きとした ものとして 生 きることが で き、自らも独 自の

存 在 を残 りな く汲 み 味 わ うことが で きるでしょう」54と道 一 未 来 、運 命 一 に迷 う若 い 詩 人 に

対 して説 くの は 示 唆 的 で ある。

 『回 り道 』で ドー デ ラー は 、現 実 と幻 想 の 隙 間 に 「ドラゴン」に言 及 した。ここで は 「ドラゴ

ン」は 、主 人 公 の一 人 マヌエ ル ・クエ ンデ ィアスが そ れ を 「見 た」の で はな い か とい う推 測 の

話 の 中 に 登 場 す るが 、実 際 に彼 が そ れ を 目で 捉 えた わ け で はな い 。しか し上 述 の ような

文 脈 に お い て は 、確 か に 「第 二 の 生 」の 始 まりに 立 った マヌエル ・クエ ンデ ィアスは 「ドラゴ

ン」を 「見 た」と言 わ れ て 当 然 な の で ある。

イヴァー ル ・イヴァス クは 、次 の ように 書 い てい る。「ドー デ ラー の 小 説 作 品 にお ける原 始

の イモ リ、ザ リガ ニや ヘ ビそ して ドラゴ ン は存 在 の根 本 的 真 理 を 思 い 出 させ るはず だ 。そ

れ らは 人 間 を『決 定 的 に健 康 な 』もの にす ることが できる。(Vgl. Die D舂onen,5.1218)

わ れ わ れ が そ れ らの リア リティを恐 れ 始 め 、そ れ らを 否 定 す るとき、つ まり、わ れ わ れ が 過

去 に 存 在 し、い まな お 存 在 し続 け て いるものをもは や 統 覚 しようとせ ず 、そ のか わ りに現 に

ある 玉 虫 色 の 現 実 を システ ム に則 つて改 窟 し、イデ オ ロギ ー 的 に 矯 正 して しまうとき 、初

め て そ れ らは 脅 威 に 、病 的 に 、まさしくデ モ ー ニ ッシュにな る。」55ここで 言 う「過 去 に 存 在

54リ ルケ:『若 き詩 人 への手 紙 若 き女 性 への手紙』58頁

551var Ivask:Psychologie und Geschichte in Doderers Romanwerk . In:Literatur und

Kritik, Heft 24, Mai 1968.5.217

Vgl.ウ ー ヴェ・シュテッフェン:『ドラゴン 反 社会 の怪 獣』30頁
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し、い まな お 存 在 し続 けて いるもの」、つ まり人 間 が 「経 験 か ら知 つて い る」が 、rシステム に

則 って 改 窟 し、イデ オ ロギ ー 的 に矯 正 して しまう」の に慣 れ て きた もの が ドー デ ラー の 「ドラ

ゴ ン」な の で ある。そ してこれ が 重 要 な の だ が 、そ れ らの 個 々 の 現 れ を適 正 に 、そ して 無

制 限 に統 覚 す るとい うこと、それ が 「ドラゴ ン」を 「見 る」ということな の だ。

『最 後 の 冒 険 』の 主 人 公 ル イ・デ ・ファネス が 、「な ぜ そ れ が りん ご という名 前 を持 つ た だ

それ だ けで 、りんご に噛 り付 か なけ れ ば な らな い の で しょうか 」と言 うの は 、言 い 換 え れ ば 、

「ドラゴン」とい う名 だ けで 、われ われ はな ぜ 空 想 上 の動 物 で あるとか 、実 在 しな い と言 うの

かとい うことに なる。そ の 思 考 の 枠 組 み を取 り払 い 、正 しく認 識 す れ ば 、「ドラゴ ン」は い る

はず で あり、また 、リドイーネ を獲 得 す るた め の試 練 で な け れ ば 、ドラゴン は倒 す べ き危 険

な怪 物 で はな く、「褐 色 の森 の 眼 へ の 、生 命 に満 ちた 奈 落 へ の 、自分 自身 の 中 心 へ の 深

い 眼 差 し」(82)を 与 えて くれ るの で ある。確 か に『最 後 の 冒 険 』に お け る「ドラゴン 」は 、主

人 公 ル イに彼 の運 命 を 開 示 す る、ガ ウヴァイ ンや リドイー ネ の 立 場 か ら見 れ ば 、ジ ー クフ

リー トに とつて ラインの 黄 金 が 破 滅 の 原 因 に な るように 、「デ モ ー ニ ッシュな 」きっ か け とな

るの で あ り、そ して ドラゴ ンとの対 面 をきっか け として 、新 しい 「第 二 の 生 」56がル イの 眼 前

に 、そして作 者 ドー デラー の 眼 前 に 、開 けるの で あ る。

4.

この 『最 後 の 冒 険 』が執 筆 か ら17年 を経 て 出 版 され た1953年 に 、ドー デ ラー は 「自伝

的 後 書 き」を 書 き下 ろ した。「自伝 的 」とい うの だ か ら、この 「後 書 き」の読 者 は この 『最 後 の

冒険 』とい う作 品 の 成 立 史 、もしくは 、この作 品 が 作 者 の 人 生 に 対 して 持 つ 意 味 を解 き明

か す 文 章 を 期 待 す るは ず で あ るが 、この 文 章 は そ の 期 待 を裏 切 って くれ る。この 文 章 は

簡 単 にこの 作 品 を 「否 定 し難 い 『現 実 逃 避escapism』 の 一 例 」と名 付 けて しまう。この冷

淡 さは 一 体 何 を意 味 してい るのか 誘 しく思 わ せ られ る。もち ろん この 作 者 による「後 書 き」

を額 面 通 りに受 け取 るわ けに は いか な い。そ もそも1936年 と1953年 の 間 に ある時 間 的

な隔 たりとドー デ ラー の 立 場 の違 い が ある。そ して 何 と言 つて も、ドー デ ラー はこの 文 章 を

『シコ―トゥル ー ドル ホ ー フ階 段 』の 成 立 史 で あると書 いて い るか らで ある。57

この 「後 書 き」の 中 心 にあ るもの は 、作 家 もしくは 作 品 と現 実 の 問 の 関 係 で ある。ドー デ

ラー は 「語 りの 状 態 の 根 底 にあるもの は 、事 物 の 死 に 他 な らな い 、つ まりそ の 都 度 語 られ

る事 物 、そ れ は 、再 び 蘇 るた め に は 、完 全 に 死 に 、完 全 に 忘 れ 去 られ そ して 消 え去 って い

ss Heimito von Doderer:Tageb�her 1920 -1939 .5.861,864
sv Vgl . DLA.5.97
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なけ れ ば な らな い 」58と彼 が 描 くもの に っ い て語 つて い る。そ して また ドー デ ラー がここに

限 らず 繰 り返 し主 張 す る、「あ るべ きもの を描 く」59ので はな く、「あ るもの を見 る」60のが 作

家 だ とい うテー ゼ は ここで もや は り繰 り返 され て いる。61

ドー デ ラー は 作 家 の 恣 意 による素 材 の選 択 、1940年 にも「小 説 は『テ ー マ 的 な 』方 法

で は そもそも成 立 しない 。ある人 物 像 や 人 物 群 像 あ るいは 物 語 的 な― 純 粋 に物 語 技 術

的 なもの で あれ 一 そもそもの 初 め か ら人 物 たち が帯 び て いる、基 本 着 想 か らの み 成 立 す

る。[…]テ ー マ は 個 々 の 人 物 の観 念 として の み 小 説 中 に 存 在 しうる。他 の 存 在 は 、そ して

人 間 だ けを想 像 す るべ きで ある作 者 の 中 にあ る主 題 以 外 の 何 ものも、もちろ ん何 らの 理

念 もそれ に は ふ さわ しくな い 」62と主 張 す るように テー マを旗 印 とした作 品 の組 み 立 てを 否

定 し、「『時 代 小 説 』は 決 して 時 代 に 近 い 文 学 で は な く、そ もそも文 学 です らな い 、つ まり

本 の 表 紙 に入 つた 新 聞 で ある」63と「時 代 小 説 」を、また 同 じ線 上 で 、過 去 とい う「採 石 場 」

64か ら作 家 が勝 手 に 「建 築 石 材 を切 り出 す 」65「歴 史 小 説 」をも拒 絶 す る
。「完 全 に死 に 、

完 全 に 忘 れ 去 られ そ して 消 え去 つ」た 、「内 側 か ら光 を発 す るエメラル ドの ように 」66、「歳

月 の 深 み 」の 中 か ら自発 的 に 浮 か び 上 つて来 るもの を彼 は描 き 、「作 家 の 現 在 とは 再 来

した 過 去 で ある」67と主 張 す る。

 「この 文 章 の 筆 者 は 」とドー デ ラー は 意 図 的 に 自分 自身 を 客観 視 す るふ りをしな が ら、

「[…]この 技 法 を 、虚 構 の 衣 服 を着 な がら、現 実 の 袖 に腕 を通 して いるときの み 、熟 達 さ

れ 実 現 され た もの とみ な す 」68と書 き、『誰 もが 犯 す 殺 人 』とあ る現 実 に起 きた事 故 が 偶 然

にも共 振 した ことに 触 れ て69、 自然 主 義 とい う「主 義 」そ のもの で は なく、自 らが 作 品 の 中

で使 い こなした 、現 実 と虚 構 が 重 な り合 うことが 唯 一 起 こりうる、自 然 主 義 的 な 「技 法 」を

se Ebd .. S.95f.
'Sg Ebd

..5.95
so Ebd

.
si Vgl . Heimito von Doderer:Tageb�her 1920-1939. Bd.1:1920-1934.5.671;Heimito

von Doderer:Ein Mord denjeder begeht. M�chen 1959.5.233
sz Heimito von Doderer:Tangenten . Tagebuch eines Schriftstellers 1940-1950. M�-

chen 1964.5.38

(訳文 中の傍 点 は原 文ではイタリック体。)
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69こ の作 品が出版 され た1938年10月15日 に

、この作品 の最 終章で描 かれ ているガス爆 発 と非

常によく似た事件 がデ ュッセル ドルフでたまたま起きた。

Vgl. Fleischer:5.262f.
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賞揚した後に、次のように書いている。

  […]それでもすでに私たちが 日々路上で見るものとは違う素材から、つまり、

  オーストリアのバロックの時代の素材から構 築した。『回り道』はなるほど歴 史

  小説ではなく、あの時代の歴史の流れにとってはまったくもって重要ではない

  虚構の人間の伝記にすぎない。何と言つてもここで現れているのは私たちに

  は馴染みのない在庫品 目録、歴史の舞台道具一式である。その種のものの

  第二のケースを― そして同時に否定し難い『現実逃避』の一例ではあるが

  このまったくあからさまにロマンティックな国への騎行 に招待する物語『最後

  の冒険』が示している。なぜこういうものがあつてはいけないというのだろうか。

  それは歴史も主義も何も教えようとはしていない。語 りの屈託のない技なのだ。

  ひょつとしたら私たちはここでも何らかの方法で現実の袖に腕を通しているの

  かもしれないではないか。70

 つまり要約すれば、この二つの作品がどれほど現実と遊離しているように見えようと、

それらはそもそもの始まりから決して現実を引き写すことを意図したものではなく、逆にこ

こで描かれたことが現実に起こっていたということは、自分の小説技法に照らし合わせて

みれば、十分 にありえることなのだと言うのである。そしてそれは、ドーデラーの作家人生

に照合してみれば、本 当に現実に起こったのだと言えるのかもしれない。

 しかしこれでは、やはりこの『最後の冒険』という作品の契機になったものは何―つ語 ら

れてはいないし、この作品が「自伝的」観点からどのように位置付けられることができるか

も汲み出すことはできない。その逆で、この 「自伝的後書き」はあくまでもそれが付された

作品のもともとの意味を照らし出すのではなく、その作品の作者にとつてのかっての意味

を変容させ、客体化された彼の過去という現実との新しい関係 を創 出しようとしているの

である。この物語は「まつたくあからさまにロマンティックな騎行へ と招待する」ことと、ドー

デラー自身の未だ完成されていない運命の実現を仮託 して描くことによって、「現実逃

避」であるということは確かであろう。しかし、その一方でドラゴンがファンタジー世界から

現実世界へと復権させることで、主人公ルイ・デ ・ファネスの転回は現実世界においても

可能なものとみなされ得るようになる。ドーデラーの現実認識 はそのドラゴンの存在を承

認した上で成り立ち、彼の視線はその彼方にある定めへと向かつていたのであり、それは

70DLA .5.98
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単 な る現 実 逃 避 で は な く、また 同 時 代 の 社 会や 歴 史 に 対 す る批 判 、あ るい は 固 定 化 した

志 向 の パ ラダ イム に 対 す る批 判 で もな く、そこに 見 え るもの は 彼 自身 の 生 の 新 しい 次 元

だ ったの で ある。1936年10月15日 にドー デ ラー は 日記 に 「人 生 にお い て物 書 きの 平

面 に 留 まり、そ うして 第 二 の 生 が 完 全 に 肉 にな ることによって 、ま った く別 の 平 面 に到 達

す る可 能 性 が今 ほ ど近 くに あつ たことは か っ てな か つた だ ろう。つ ま りそ こか らもちろん ま

た 、[…]あ らゆる書 くことあるい は 本 当 の 話 す ことへ の 移 行 が戯 れ るように 行 な わ れ 、そ し

て 完 成 したテ クストは その つ ど奇 麗 な 文 字 となって 手か ら滴 るだろう。そ うい った物 に 到 達

しな いことは 私 の 生 を意 味 の 無 い もの に してしまうだろ う」71と書 いて い る。彼 の 周 囲 を取 り

巻 く現 実 を突 き抜 けて 、彼 の 書 葉 に従 え ば 新 しい 平 面 に 立 ったドー デ ラー の1936年 の

夏 か ら冬 にか けて は 、新 しい 生 の 次 元 に 到 達 したル イ・デ ・ファネスが モ ンテファル で過 ご

した 夏 の ように過 ぎ去 つて い つた。そ れ は1953年 か ら見 れ ば 、トカ ゲ や ヘ ビ にドラゴン の

形 質 が 隠 され て い るように 、「再 来 した 過 去 」であ つたの だろ う。

この 文 章 の 中 で ドー デ ラー が 、「自分 の 目で 二 つ の君 主 国(オ ー ス トリアとロシ アの 君 主

国)と 、一 つ の共 和 国(オ ー ストリア の 第 ― 共 和 国)と 二 つ の独 裁 制(シ ベ リアの コル チ ャク

の そ れ とウィー ンの ドル フス博 士 の そ れ)が 倒 れ るのを見 て 、一 連 の 権 力 と国 家 を 体 験 し

て きたことは 無 駄 で は な か つた 」72と言 うとき、その 視 線 の 中 にあるは ず の 、ナ チ ズム のドイ

ツ の 中 で の1936年 とい う時 点 は 、意 図 的 に 隠 蔽 され てい るようにす ら思 われ る、い や 、

む しろこの1953年 にお い てな お そ れ は生 きた現 実 で あり、だ か らこそ 語 られ な か った の

だ と考 えるべ きだ 。そ の 一 方 で 、1953年 、す で に『シュトゥル ー ドル ホー フ階 段 』によって

作 家 として確 た る地 位 を 占 め ることの で きた 、そ して レクラム文 庫 に そ の作 品 が加 え られ る

ことにな り、世 界 の 古 典 の 一 つ に 自らの 作 品 が 数 えられ る名 誉 を得 た ドー デ ラー に とつて 、

四 十 歳 の 頃 の苦 しい1936年 の 現 実 を描 い た作 品 は 、もは や 「完 全 に 死 に 、完 全 に 忘 れ

去 られ そ して消 え去 っ」た もの に他 な らず 、それ はひ ょつとした らエ メラル ドの ように輝 い て

い るかも しれ な い が 、生 との 直 接 的 連 関 を失 った 、「歳 月 の 墓 があ らゆ る願 望 も解 釈 も洗

い 落 とした 」73死ん だ 事 物 に す ぎ な い の で ある。この 『最 後 の 冒 険 』が 書 か れ たち ょうどそ

の 時 は 脇 にお い て 、ドー デ ラー が 過 去 をそ の ようなもの として扱 う、そ の 点 にお い て 「ドー

デ ラー の 方 は まるで 亡 霊 や 死 者 た ち と戯 れ てい るか の ような 印 象 を受 け る」74とマグ リス が

"Heimito von Doderer:Tageb�her 1920 -1939 ,5.864

(訳文中 の傍 点 は原 文 ではイタリック体 。)
v2 DLA . S.94f.

(括弧内 の補足 は原 著 による。)
73Ebd .5.96
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言 うの は まさに 正 鵠 を射 てい るの であ る。

 ドー デ ラー を 貫 く運 命 論 は、初 めこそ 彼 が い ず れ 完 成 され るとい う未 来 を約 束 してい る

ように見 える無 根 拠 な 期 待 で あり、彼 の 願 望 が 充 足 され るまで は彼 を 自分 自身 の 「人 間

化 」を求 め る一 種 の 教 養 小 説 作 者 にして い たの だ が 、そ の 期 待 が つ い に 実 現 し、過 去 の

もの とな り、オ ー ストリアを代 表 す る作 家 の 一 人 にな った とき、彼 はあ くまで も個 人 的 な動

機 に 発 した この 作 品 の 期 待 と現 実 の 関係 を改 築 して しまつた の で ある。

burg 1966.5.298f.

引用 した訳 文は下記の翻 訳 による。
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  Der Roman des vierzigjährigen Heimito von Doderers. 
        —Über »Das Letzte Abenteuer«: 

 den Roman eines Ritters und eines Drachen.— 

                                 KATAGIRI Tomoaki 

Am 5. Sep. 1936 wurde Heimito von Doderer vierzig Jahre alt. Wie vielen anderen, 
die um die Jahrhundertwende geboren worden waren, trat der Krieg seinem Leben in 
den Weg. 1916 entschloß er sich, als Schriftsteller vom Schreiben zu leben. Er hielt 
sich für jemanden, der vom Schicksal dazu determiniert war. Er schrieb fleißig und 
starrsinnig Erzählungen, Romane und Feuilletons, blieb jedoch finanziell dabei 
weiterhin von seinen Eltern abhängig, was ihn tief in seinem Selbstgefühl und 
Ehrgeiz traf. Er suchte einen Ausweg aus dieser Situation und eine Befriedigung 
seines beschädigten Selbstgefühls, aber es fehlte ihm in Österreich an Gelegenheiten, 
als Schriftsteller finanziell unabhängig zu leben. Im Sommer 1936 siedelte er ins 
nationalsozialistische Deutschland, nach Dachau bei München über, wo es schon 
damals ein Konzentrationslager gab. Das Dritte Reich hatte ihn anfangs begeistert, 
doch er, der von einem aristokratischen Staat geträumt hatte, wurde von der 
Vulgarität der nationalsozialistischen Wirklichkeit allmählich immer mehr 
desillusioniert. In der neuen Umgebung mußte er immer noch ohne wirtschaftliche 
Selbständigkeit und außerdem diesmal auch ohne intime Freundschaften leben. 
Seine Lebensbedingungen besserten sich also nicht, sondern wurden vielmehr 
schlimmer. Sein Bemühen um einen Verlag, der seine Werke publizieren wollte, war 
vorläufig auch in Deutschland erfolglos. In dieser deprimierenden Situation schrieb 
er »Das Letzte Abenteuer. Ein Ritter-Roman«. 
Es handelt sich in diesem Roman um den Lebensweg und den inneren Weg, eines 

herumirrenden Ritters namens Ruy de Fanez, der, gleich dem Autor Doderer, auch 
vierzig Jahre alt ist. Hauptthema dieses Romans ist die Einsicht in die Wirklichkeit 
und das Leben, die der Hauptperson und auch dem Autor eine neue Wirklichkeit 
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und ein neues Leben öffnen soll. Ruy de Fanez kämpft mit dem Drachen, um sich 

um die Herzogin Lidoine zu bewerben. Eben durch den Kampf mit dem Drachen 

gewinnt er die neue Einsicht, die ihn die Welt und sein Leben ganz anders, 

gleichsam im neuen Licht, anschauen läßt. Aufgrund dieser Erkenntnis wendet er 

sich von der Herzogin Lidoine und dem Herzogtum Montefal ab. Sowohl die 

Herzogin wie das Herzogtum sind ihm gleichgültig geworden. Sie haben keine Sub-

stanz, sie sind nicht mehr als Schein. Er hat in den Augen des Drachen sein eigenes 

Schicksal gesehen, und was ihm wichtig ist, ist die Frage, wie er leben soll, und wie 

sein Schicksal vollendet wird. Die Vollendung des Schicksals ist nicht nur für die 

Romanfigur, sondern auch für den Autor des Romans der Brennpunkt des Lebens. 

Doderer identifizierte sich mit Ruy de Fanez und sehnte sich danach, endlich sein 

Lebensziel zu erreichen, nämlich als Schriftsteller von Erfolg gekrönt zu werden. 

 Im »Letzten Abenteuer« spielt der Drache eine maßgebliche Rolle. Aus Doderers 

Essay »Die Wiederkehr der Drachen« erfährt der Leser, daß ein Drache sehr wohl 

wirklich existieren kann. Der Drache ist kein fiktives Untier, sondern ein außer-

gewöhnlich groß gewordenes Tier, meinte Doderer. Man habe aber, verführt vom 

Positivismus, seit dem 19. Jahrhunderts die Existenz des Drachen verleugnen wollen. 

Doderer behauptet: wenn man das ungewöhnliche Tier richtig schätzen würde, ohne 

Vorurteil und paradigmatisches starres Denken, so könnte man es als >Drache< 

 wiedererkennen. Doderers >Drachen-Kunde< ist eine Kritik an ideologischer Denkart. 

Im Roman wirkt der Drache als ein entscheidender Schlüssel zur Wirklichkeit. 

 Doderer hielt 1953 im >autobiographischen Nachwort< diesen Ritter-Roman für 

>einen [Roman] von unleugbarem »escapism«<. Dieses autobiographische Nachwort 

scheint aber dem Ritter-Roman nicht angemessen. Die zeitliche Distanz zwischen 

dem Entstehungsjahr und dem Erscheinungsjahr dieses Romans beträgt 17 Jahre. 

Die private Situation, in der Doderer lebte, hatte sich dahingehend verändert, daß er 

1953 als einer der größten österreichischen Schriftsteller galt; was ihn zuvor so sehr 

hatte leiden lassen, war inzwischen schon Vergangenheit. Damit hatte sich auch die 

Bedeutung des Romans für ihn verwandelt. In seinem Nachwort von 1953 versuchte 

er dem Roman von 1936, der damals privaten Motivationen und Erwartungen 

entsprossen war, einen neuen Sinn zu geben. 
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